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序     文 

 
独立行政法人国際協力機構は、モンゴル国政府との討議議事録（Record of Discussion：R/D）に基

づき、技術協力プロジェクト「モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開

発プロジェクト」を 2014年 6月から 5年間の計画で実施しました。 
プロジェクトの終了前である 2019年 2月 9日から 2月 22日までの間、日本国及びモンゴル国側

での合同評価を通じて、協力期間における活動の実績の確認と評価及び残り期間に向けての課題の

抽出と提言を行うことを目的として、JICA モンゴル事務所 次長 田村えり子を団長とする終了時評
価調査団を現地に派遣しました。 
本報告書は、これらの終了時評価調査団による現地調査や協議の内容・結果をまとめたものであり、

今後のプロジェクト運営に広く活用されることを願うものです。 
最後に、調査の実施にあたりご協力を頂いた内外の関係者の方々に深い感謝の意を表するととも

に、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 
 

2020年 4月 
 

独立行政法人国際協力機構 

経済開発部長 牧野 耕司 
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1．実施機関：獣医学研究所（IVM）ウランバートル市 
2．対象地域：モンゴル全国 
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AMED Japan Agency for Medical Research and 
Development 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 

C/P Mongolian Counterpart モンゴル側カウンターパート（研究者） 

ELISA Enzyme Linked Immunosorbent Assay 
酵素結合免疫吸着法（試料中の抗体あるい

は抗原の濃度を調べる試験。日本語の定訳

はなく、エライザと呼ばれることが多い） 
GAVS General Authority for Veterinary Services 総合獣医庁（旧獣医繁殖局） 
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JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 
JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 
M/M Minutes of Meeting 協議議事録 
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NRCPD National Research Center for Protozoan 
Diseases 帯広畜産大学 原虫病研究センター 
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R/D Record of Discussion 討議議事録 
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University of Life Sciences モンゴル生命科学大学獣医学部 

 





 

i 

評価結果要約表 

１．案件の概要 

国名：モンゴル国 案件名：モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診

断法の開発プロジェクト 
分野：農業・農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト（SATREPS） 
所轄部署：農村開発部 協力金額（調査時点）：約 2億 7,000万円 

協力

期間 

（R/D）： 
2014 年 6 月 1 日〜
2019年 5月 31日 
（5年間） 

先方関係機関：獣医学研究所（Institute of Veterinary Medicine：IVM） 
日本側協力機関：帯広畜産大学原虫病研究センター（National Research 
Center for Protozoan Diseases：NRCPD） 
他の関連協力：特になし 

１－１ 協力の背景と概要 
モンゴル国（以下、「モンゴル」と記す）では、全就労人口の 3 割近くが畜産業を営んでおり、

6,000万頭以上の家畜（ウシ、ウマ、ヤギ、ヒツジ、ラクダ等）が飼養されているが、ほとんどの畜
産農家が遊牧生活を営む零細経営で、生産性や収益性は低い。モンゴル政府は、家畜の生産性や収

益性向上のために家畜疾病対策を重視しており、「ミレニアム目標に基づくモンゴル総合的国家開

発計画」並びに「モンゴル国家家畜プログラム」で牧畜関連の法整備や牧畜分野の人材育成に加え

て、家畜感染症対策の強化を挙げている。 
モンゴルの家畜疾病対策は、感染症に対する診断・予防・治療法については、わが国を含めたド

ナーによる協力などを通じて知見が蓄積され、地方の獣医ラボでも、ある程度の診断と治療が実施

できる水準となった。一方、家畜原虫病については、モンゴル国内での分布や被害の実体が不明で

あったが、2008 年から 2010 年にかけて全国規模で実施されたウマのピロプラズマ病に関する疫学
調査で、感染割合が平均で約 35％に達していることが判明し、対策の必要性が明らかとなった。 
家畜原虫病に感染した家畜は健康障害により生産性が悪化するだけでなく、モンゴルの冬期の低

温と雪害（ゾド）による飼料不足で死亡するケースも多いとされ、畜産業の生産性向上のためには、

主要家畜について、全国規模の疫学調査を通して原虫病の実態を解明するとともに、施設設備のな

い牧野でも実施可能な簡易迅速診断法の開発が求められている。 
これらの課題に対応することを目的に、2012年 5月になされたモンゴル政府の要請に応え、わが

国政府は 2013年 10月に詳細計画策定調査を実施し、モンゴル政府関係者と協議を行い、国際科学
技術協力案件（Science and Technology Research Partner Ship for Sustainable Development：SATREPS）
の枠組みを決定し、2014年 1月に討議議事録（Record of Discussion：R/D）を締結した。 
「モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開発プロジェクト」（以下、

「本プロジェクト」と記す）は、疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通じて、モンゴルの家畜原

虫病の早期発見及び予防・対策のための研究開発能力の向上をめざし、モンゴル国立農業大学1獣医

学研究所（IVM）と帯広畜産大学（NRCPD）を実施機関とし、2014年 6月より 5年間の予定で実施
されている。 

 
１－２ 協力内容 
（1）上位目標 
ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キットを用いた原虫病（トリパノソーマとピロプラズマ）

の予防と対策が実施される。 
 
（2）プロジェクト目標 
共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜原虫病（トリパノソーマ病、

ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究開発能力が向上する。 
 
 

 
1 2014年 8月よりモンゴル生命科学大学（Mongolian University of Life Sciences：MULS） 



 

ii 

（3）成 果 
成果 1：家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される。 
成果 2：モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らかになる。 
成果 3：疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴルにおいて

社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される。 
 
（4）投 入 
日本側（2019年 1月末時点） 
・専門家 長期専門家：3名〔業務調整員 2名/長期研究員 1名（56.1人月）〕 

短期専門家：延べ 13名（約 21.6人月） 
・本邦研修：50名（研修先：帯広畜産大学）  
・機材購入：総額約 8,890万円 
・ローカルコスト負担：約 6,670万円 

 
モンゴル側 
・カウンターパート（Mongolian Counterpart：C/P）：これまで延べ 20 名（2019 年 1 月末時点 15

名） 
・土地施設提供：①専門家執務室（IVM）、②実験用ラボ（分子遺伝学ラボ、病理学ラボ、クモ・

昆虫学ラボ）、③中・大型動物実験舎建設費用、④新実験棟 
・ローカルコスト負担：C/P給与、光熱費、フィールド調査費用等（2014～2018年度合計：約 3,400

万円） 

２．評価調査団の概要 

日本

側 

総 括 田村 えり子 JICAモンゴル事務所 次長 

評価計画 渡辺 剛智 JICA農村開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 
専門嘱託 

協力企画 田嶋 容子 JICA北海道国際センター 道東業務課 

感染症対策 北 潔 
長崎大学熱帯医学・グローバルヘルス研究所研究科長・教授

〔国立研究開発法人日本医療研究開発機構（Japan Agency for 
Medical Research and Development：AMED）研究主幹〕 

科学技術協力

計画・評価 新谷 靖 AMED国際事業部国際連携研究課 主幹 

評価分析 東野 英昭 株式会社レックス・インターナショナル 
シニアコンサルタント 

モン

ゴル

側 

リーダー Dr. Boldbaatar 
Bazartseren 獣医学研究所（IVM）ウイルス研究室 室長 

メンバー Dr. Nansalmaa 
Myagmar 

国立中央獣医ラボラトリー（State Central Veterinary Laboratory：
SCVL）感染症・寄生虫症セクション長 

調査

期間 2019年 2月 9日～22日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
（1）プロジェクト目標の達成状況 
プロジェクト目標：共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜原虫病（ト

リパノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究

開発能力が向上する。 
 
指標 1：獣医学研究所で開発された簡易迅速診断法が、国家獣医薬品品質管理・認証ラボに提出
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される。 
【達成状況】指標 1は以下の理由により達成された。 
• IVM で開発されたウマのトリパノソーマ用簡易迅速診断キットが、国家獣医薬品品質管

理・認証ラボを経て、2018年 2月にモンゴルの薬事委員会で承認を受けた。 
• また、これに加え、四つの PCR法（Polymerase Chain Reaction：ポリメラーゼ連鎖反応）と
四つの ELISA法〔Enzyme Linked Immunosorbent Assay：酵素結合免疫吸着法（試料中の抗
体あるいは抗原の濃度を調べる試験。日本語の定訳はなく、エライザと呼ばれることが多

い）〕による診断キットが開発され、製造・販売のために薬事委員会の承認を待っていると

ころである。 
 
指標 2：被引用インデックス付きの国際ジャーナルに掲載されるモンゴル・日本研究者の共著論

文の数が 10編以上となる。 
【達成状況】指標 2は以下の理由により達成された。 
• 国際科学雑誌の原著論文：本プロジェクトの研究者は 2014年から 2018年までに、合計 82
編の論文を発表し、そのうちモンゴル人研究者は日本の研究者と共著で、被引用インデッ

クス付き論文 30編を国際ジャーナルに発表している。 
• モンゴルと日本の国内科学雑誌の原著論文：国内学術誌には合計 25編が掲載された（モンゴ
ル研究者のみによるモンゴル科学誌：22編、日本研究者のみによる日本の科学雑誌：3編）。 

 
（2）成果の達成状況 

成果 1： 
家畜原虫病の簡易迅

速診断法が開発され

る。【進捗：達成され

た】 

指標 1-1：2016年までに、試作された簡易迅速診断キットが野外で
の疫学調査で使用される。【達成状況：達成された】 

• 2015年 8月、帯広畜産大の原虫病研究センターで製造された、
組み換え GM6-4r 抗原ベースのトリパノソーマ用 ICT
（Immunochromatographic Test：免疫クロマトグラフィー試験、
簡易迅速診断キット）がモンゴル全土の野外での疫学調査に利

用されている。 
• ICT（簡易迅速診断キット）作成に必要な装置類が 2016年 2月
に IVMに設置され、2016年 10月からは、簡易キットが IVMで
製造された。 

• 2016 年 10 月から IVM で達成された簡易キットがモンゴルの
13県で疫学調査に活用された。 

指標 1-2：2018年までに、獣医学研究所が試作した簡易迅速診断キ
ットの有効性が確認される（ELISA 法と比較して kappa
値が 0.5以上となる）。【達成状況：達成された】 

• 2016年 3月にウランバートル（Ulaanbaatar）郊外のモデル農家
で 50 頭のウマの血清サンプルを収集し、簡易迅速診断キット
の結果と ELISAの診断結果を比較した結果、kappa値は 0.53で
あった。 

• 2014年 7月から 2015年 12月にかけて 21県で採集した血清サ
ンプルについて、同様の比較試験を行ったところ、kappa 値が
0.58であった。 

成果 2： 
モンゴルにおける家

畜原虫病と媒介マダ

ニの存在、分布及び被

害状況が明らかにな

る。【進捗：達成され

た】 

指標 2-1：7 種類の原虫及び 3 種類の媒介マダニの分布マップが作
成される。【達成状況：達成された】 

• 全国規模の疫学調査で、2016年 7月末までに合計 1万 1,446の
家畜の血液サンプルが採取された。1 万 2,000 を超えるダニの
サンプルも全国から採取された。 

• 採取された血液サンプルの分析から、2016年末に、最初の原虫
及び媒介マダニの分布マップが作成された。 
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• マップは、合計 16 種で、9 種類の原虫病（1. Trypanosoma 
equiperdum, 2. Theileria equi, 3. Trypanosoma evansi, 4. Babesia 
caballi, 5. Babesia bovis, 6. Babesia bigemina, 7. Toxoplasma gondi, 
8. Neospora caninum, and 9. Anaplasma ovis）と 7種類の媒介マダ
ニ（1. Dermacentor nuttalli, 2. D.silvarum, 3. D, daghestanus, 4. 
Ixodes, 5. Haemaphysalis, 6. Hyalomma and 7. Rhipicephalus）につ
いて作成された。 

指標 2-2：家畜原虫病と媒介マダニによる被害の現状についてのセ
ミナーが年 2回以上開催される。【達成状況：達成された】 

• これまでに SATREPS 科学セミナーが 6 回〔地方獣医師会議の
際に 6回（Dornogovi 2015年 7月、Bayan-Olgii及び Khentii 2016
年 7月及び 8月、Govisumber 2017年 8月、Uvs 2018年 7月、 
Sukhbaatar 2018年 8月）〕開催された。 

• また、研究の進捗を確認する SATREPS 会議が、日本人研究者
がモンゴルに滞在するタイミングで、これまで 28 回開催され
ている。 

成果 3： 
疫学調査の詳細分析

結果や原虫病予防・対

策の試行実施結果に

基づき、モンゴルにお

いて社会実装可能な

原虫病の予防・対策方

法が提案される。【進

捗：ほぼ達成された】 
 

指標 3-1：社会実装可能な家畜原虫病予防・対策のガイドライン提
案書が作成され、モンゴル食糧・農業・軽工業省（Ministry 
of Food, Agriculture and Light Industry：MOFALI）に提
出される。【達成状況：達成された】 

• 以下の五つのガイドラインがプロジェクトによって作成され、

このうちの四つが 2018 年 3 月に獣医繁殖局に提出され総合獣
医庁（General Authority for Veterinary Services：GAVS）の承認を
受けた。 

− Trypanosoma equiperdumに関するガイドライン（2018年 10月
承認） 

− Trypanosoma evansi に関するガイドライン（2018 年 11 月承
認） 

− Theileria equi及び Babesia caballiに関するガイドライン（2018
年 10月承認） 

− Babesia bovis 及び Babesia bigemina に関するガイドライン
（2018年 11月承認） 

− Anaplasma ovisに関するガイドライン（未承認） 
指標 3-2：2019年までに、原虫病の予防と対策に関するガイドライ

ンの提案内容についてのセミナーが開催される。【達成

状況：達成される予定】 
• セミナーが 2019年 4月に開催される予定である。 

 
３－２ 評価結果の要約（評価結果は、高い・おおむね高い・中程度・やや低い・低いの 5段階） 
（1）妥当性－高い 
 本プロジェクトは、モンゴル側の開発政策（持続的開発ビジョン 2030、政府アクションプラン
2016〜2020 年、三本柱開発政策、及び食料と農業に関する国家政策）、地域社会のニーズ（原虫
病の感染状況や被害に関する実態把握がされておらず、原虫病に感染した家畜の貧血や、発熱、

流産などの健康被害を受けて死亡するケース散見）、並びに日本の ODA政策（環境と調和した均
衡ある経済成長の実現への支援）と整合していることから、終了時評価の時点でも妥当性は高い。 

 
（2）有効性－高い 
 プロジェクト目標は十分に達成された。簡易迅速診断キット（ウマトリパノソーマ症用の ICT
キット）の開発がなされ、さらに、四つの PCR及び四つの ELISA診断キットが IVMによって製
造され、薬事委員会の承認を待っている。これらの事実は、家畜原虫病に対する早期発見、予防
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及び管理対策のための IVM の研究開発能力が、疫学的研究実施及び現場診断の開発を通じて強

化されたことを示す。 
 また、プロジェクト研究者は 2014 年から 2018 年までに合計 82 編の論文を発表したが、その
うちモンゴル人研究者は日本の研究者と共著で被引用インデックス付きの論文 30 編を国際ジ
ャーナルに発表している（中間レビュー時には、国際学会誌掲載論文 15編のうち、4編のみが共
著によって国際学会誌に掲載された）。さらに、2019年 2月 20日に開催されたプロジェクトの成
果発表会で、モンゴル側研究者の原虫病に対する早期発見と管理対策及び研究方法に関する能力

の向上が実感され、プロジェクト活動に参加することによる語学力の向上も認められた。 
 
（3）効率性－高い 
 日本側､モンゴル側の投入はおおむね適切であった。 
 日本側が供与した資機材のほぼすべてが IVMによって有効に活用され、維持管理されている。
資機材が良好な状態に維持されていることから、研究活動も円滑に進んでいる。 
 モンゴル側も、研究者の人件費などの固定費をはじめ、フィールドサンプリングの費用負担や、

中・大型家畜用の実験舎の建設費用、新実験棟の建設などの投入を行ってきた。プロジェクトの

研究活動に必要なバックグラウンドをもつ研究者が配置された。 
 プロジェクトの成果はほぼすべて達成されている。 

 
（4）インパクト 

1）上位目標達成見込み（想定された正のインパクト）：指標が定量的に設定されていないため、
達成見込みの判断は困難であった。 

 
上位目標：ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キットを用いた原虫病（トリパノソーマとピ

ロプラズマ）の予防と対策が実施される。 
 
指標 1：xx％の獣医師が診断キットを使用している。 
 IVMによると、2018年の実績として、全国 993の獣医サービスユニットのうち、91ユニッ
トが簡易迅速診断キットを受け取った。全獣医サービスユニットの約 9.1％であり、十分ではな
いと思われるが、指標が定量的に設定されていないため、評価チームが適否を判断することは

困難である。なお、指標の修正を提言している（「３－６ 提言」を参照）。 
 
指標 2：年間 xxセットの診断キットが販売される。 
 IVMによると、1,820個のキットを製造し、2018年に配布したが、指標 1の場合と同様、指
標が定量的に設定されていないため、評価チームが配布されたキットの数の適否を判断するの

は困難である。なお、指標の修正を提言している（「３－６ 提言」を参照）。 
 
指標 3：プロジェクトチームによって提案されたガイドラインの内容が MOFALI による原虫

病の予防・対策戦略に反映されている。 
 指標 3は協力期間の終了後 3年以内に達成されると予想される。 
 2018年 6月、家畜健康法の施行に伴い、モンゴル側研究者は、4種類のガイドラインを作成
し、MOFALIに提出して承認を得た。なお、指標の修正を提言している（「３－６ 提言」を参

照）。IVM の研究者はガイドラインの内容の改訂の重要性と必要性を十分に認識しており、調

査団との協議でもガイドラインの内容の改訂をコミットしている。 
 

2）その他のインパクト：さまざまな正のインパクトが期待される。 
技術的インパクト 
簡易迅速診断キットの利用は、モンゴルのみにとどまらず、世界規模での家畜の原虫病に対

する予防・対応策の確立のモデルとなる可能性がある。そのほかにも、動物検疫での利用、モ

ンゴル国内の獣医師とMULSへの教材提供などのインパクトが期待される。 
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社会・経済的インパクト 
家畜原虫病の対策は、畜産業の生産性を向上させ、長期的には、遊牧民を含め、畜産業を営

む人々の生計の向上につながることが期待される。ウマのトリパノソーマ症は適切に治療され

なければ理論上､最大 1,640億モンゴルトゥグルグ（MNT）の損失（約 68億円）を引き起こす
と推定される。損失に加えて、肥育率の低下が起こり、治療費が発生する。現場診断キットを

用い、ジミナゼンなどで適時に治療することにより、モンゴル社会に最大 2,400 億 MNT（100
億円）規模の利益をもたらすと期待される。 

 
（5）持続性－おおむね高い 

1）政策面 
モンゴルの開発政策やプログラムのなかで、家畜疾病の監視と獣医サービスの国際基準への

改善による適切な治療による畜産業の開発が開発目標の一つとして含まれている。 
特に、2018年 6月に施行された家畜健康法第 21条「寄生虫病対策」には、県の獣医学局が

寄生虫病（原虫病含む）の疫学調査及びモニタリングを行うことが記載されている。そのため、

各県の獣医師は診断キットを必要とし、本プロジェクトによって開発されたガイドラインと原

虫病及びダニ分布図を使用して効果的かつ効率的にサービスを実施する可能性が高まるであろ

う。 
 

2）財政面 
評価チームは、これまでプロジェクトの予算（IVMの年間予算）が円滑に配分されており、

プロジェクトの協力期間が終了するまで確保されることを確認した。モンゴル政府当局者〔モ

ンゴル教育・文化・科学・スポーツ省（Ministry of Education, Culture, Science and Sports：MECSS）
及びMOFALI〕へのインタビューで、彼らはプロジェクトの成功を認識し、IVMがプロジェク
トの下で実施した現在の研究活動を継続するために、協力期間後も IVM の予算を確保してほ

しいという評価チームからの要求に好意的なコメントを返した。しかし、2020年以降の予算は
まだ確保されていないため、財政の持続性についてはわずかな懸念が残っている。 

 
3）技術・運営面 
モンゴル側 C/Pによる機材の管理は適切に行われていくと期待できる。地方の獣医師は、そ

のネットワークを通じて、プロジェクトの活動に協力してきており、このネットワークにより、

プロジェクトの成果の普及や、データの収集が円滑かつ継続的に行われることが期待できる。 
 
  
３－３ 効果発現に貢献した要因 
（1）計画内容に関すること 

• プロジェクトの実施体制が比較的シンプルで、運営管理しやすい案件の計画内容であった。 
 
（2）実施プロセスに関すること 

• プロジェクトの研究活動を実施するうえで最適な研究室と研究者が C/Pとして配置され、
プロジェクト活動へ積極的に参加した。 

• 全国に張り巡らされた獣医師のネットワークが活用され、疫学調査（全国をカバーする血

液サンプリングデータの効率的な取得）や、研究結果の紹介が円滑に行われた。  
• モンゴル側研究機関（IVM）と日本側研究機関双方による適切な研究活動管理と IVM所長
による、モンゴル側関係機関（MOFALI、MECSS等）との適切な調整がなされた。  

• 1997年の技術協力プロジェクト（家畜感染症診断技術改善計画）から現在に至るまで継続
されてきた IVM と帯広畜産大学との共同研究の歴史により両研究機関の信頼関係が構築

されていたこと。 
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３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
（1）計画内容に関すること 
特になし。 
 

（2）実施プロセスに関すること 
特筆すべき阻害要因は見当たらない。中間レビューの時点で、供与機材に用いる試薬や消耗品

の調達は、モンゴル国内では時間がかかっていた。2017年 3月に、ウランバートルに試薬や消耗
品を取り扱うサービスエージェントが開業し、状況は改善されている。 

 
３－５ 結 論 
 プロジェクトはモンゴル政府の開発政策、地域社会のニーズ、日本の ODA 政策と高い整合性を
もち、実施の妥当性は「高い」。 
 有効性も「高い」。プロジェクト目標は、終了時評価の時点で十分に達成されている。 
 プロジェクトの効率性は「高い」。日本・モンゴル両国の適切な投入の下、アウトプットがほぼす

べて達成された。 
 インパクト：技術的インパクトが大きいと予想されるほか、診断キットの活用によりウマのトリ

パノソーマによる損失を軽減することで、長期的には､100億円規模の経済的な便益をもたらすと試
算できる。 
 持続性：政策的な持続性が期待できる。プロジェクトの成功から、IVMの活動予算の見込みはあ
る程度立つが、2020年以降の予算は調査段階で確保されておらず、長期的な財政面での持続性には
若干の懸念が残る。技術面・管理面の持続性には大きな課題はみられない。 
 以上の評価結果に基づき、評価チームは終了時評価時点でプロジェクト目標が達成されたことか

ら、予定どおり 2019年 5月末でプロジェクトを終了することと結論する。 
 
３－６ 提 言 
（1）GAVSと IVMによってとられるべき必要な措置 

1）プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）の修正 
IVMでは、簡易迅速診断キット（ウマトリパノソーマのための ICT診断キット）に加えて、

四つの ELISA診断キットも開発した。この点を考慮し、上位目標を次のように修正する。 

原文（PDM version 2） ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キットを用いた原虫病（トリ
パノソーマとピロプラズマ）の予防と対策が実施される。 

修正案 
ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キット及び ELISAキットを用
いて、原虫病（トリパノソーマとピロプラズマ）の予防と対策が実

施される。 
 

2）上位目標の指標の修正 
a）指標 1の修正 
原文（PDM version 2） xx％の獣医師が簡易迅速診断キットを使用している。 

修正案 簡易迅速診断キットがモンゴルの獣医師ユニットの 40％に配布
される。 

2018年に 1,820の簡易迅速診断キットが製造され、同年には全獣医サービスユニットの約
9.1％がそれを受け取った。さらに、2019年には 4,200の簡易迅速診断キットが製造され、配
布される予定である。2019年に配布される簡易迅速診断キットは 2018年の 2倍以上となる
見込みである。 
 評価チームは、GAVSと IVMが、診断キットの配布対象とする国内獣医サービスユニット
を毎年 80 ユニットずつ増やしていき、最終的に合計 40％の獣医サービスユニットに配布す
る目標を立てることを提言する。獣医サービスユニットは、モンゴルの南部（Govi）、北部
（Central）、東部及び西部の四つの地域に分けられるが、GAVS 及び IVM との協議に基づく
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と、各地域でキットの配布対象として年間 20ユニットを増やしていくこと（4地域で 80ユ
ニット増）が可能であると見込まれる。 
 2022年までに、配布対象を全ユニットの 40％相当〔約 400ユニット（91＋320＝411 ユニ
ット）〕まで増やすという目標の設定は妥当である。 

 
b）指標 2の修正 
原文（PDM version 2） 年間 xxセットの診断キットが販売される。 

修正案 

開発された 3種類の ELISA診断キット*がすべての県の獣医師ラ
ボに配布される。 
*3種類のELISA診断キットとは Trypanosoma equiperdum、Babesia 
caballi及び Theileria equi用のものを指す。 

 2018 年には、三つの県の獣医局（獣医師ラボ）のみが全 3 種類の ELISA 診断キットを受
け取った。2019年には、IVMは ELISA診断キットとして、Trypanosoma equiperdum用のもの
4,224、Theileria equi用のもの 4,200、Babesia caballi用のもの 1,440の生産と流通を計画して
いるが、これら 3種類の ELISA診断キットすべてを受け取ることになっているのは 10県の
みで、他の県は、主に実験室の職員の能力上の制約から、三つのキットすべてを受け取るこ

とはできない。 
 評価チームは、ELISAキットの使用方法に関する実験室スタッフの能力強化トレーニング
を実施することによって、トリパノソーマ症及びピロプラズマ症の感染率及び分布状況を確

認するために、GAVS 及び IVM が三つの ELISA 診断キットをすべての県の獣医局（獣医師
ラボ）に配布することを提言する。 

 
c）指標 3の修正 

原文（PDM version 2） プロジェクトチームによって提案されたガイドラインの内容がMOFALIによる原虫病の予防・対策戦略に反映されている。 

修正案 プロジェクトチームによって提案されたガイドラインの内容が

原虫病の現状を反映して改訂される。 

 四つのガイドラインは既にMOFALIによって承認されている。評価チームは、実施した調
査及び研究に基づいて認識した新たな状況に応じて、IVMはガイドラインの内容を、より実
情に即したものになるように改訂することを提言する。 

 
3）県のアクションプラン策定への支援 
 「家畜健康法」中の「寄生虫病対策」第 21条に基づき、県獣医局は寄生虫病の疫学調査及び
モニタリング活動を行うこととされている。評価チームは、GAVSと IVMが、県獣医局とその
ラボラトリーに、セミナー、パンフレット、及びインターネット、電話、ソーシャルメディア

などのツールを活用してガイドライン、簡易迅速診断キット及び ELISA診断キットの利用の促
進を図ることを推奨する（法律によれば、2019年には 2名の獣医師が各郡に割り当てられる。
評価チームは、郡レベルの獣医師によるガイドラインの使用を提言する）。 

 
4）プロジェクト完了後の予算確保 
 以下に述べる活動に関して、GAVSは必要な予算の確保を図ること。 
• IVMが開発した簡易迅速診断キット及び ELISA診断キットの製造及び普及 
• ガイドラインに基づき、IVMによる獣医師養成コースの確立 
• 現場診断キット及び ELISA診断キットの利用能力の強化のためのトレーニング 
• 地方の獣医局/ラボラトリーによって策定される行動計画支援 

 
（2）MECSSがとるべき措置 
 以下の活動に必要な予算の確保 
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• 本プロジェクトで供与された IVMによる機材の適切な維持管理 
• IVMによる研究開発能力の向上のための自主的努力の継続 

 
（3）SCVLがとるべき措置 
• 簡易迅速診断キット及び ELISA診断キットの需要及び流通記録の維持 

SCVLは、各州からの簡易迅速診断キット並びに三つの ELISA診断キットの需要記録、及び各
州への配布記録並びに使用状況に関する記録を保管すること。 

 
（4）NRCPDがとるべき必要な措置 
• プロジェクトの実施を通じて開発された研究ネットワークの利用 
 プロジェクトの実施を通じて共同研究ネットワークが構築された。プロジェクトの持続可能性

を確保するため、NRCPDは、プロジェクト終了後も、できる範囲でモンゴル側に技術的な指導と
支援を行うこと。 

 
３－７ 教 訓 
（1）実施機関間の信頼関係と長期的な人材育成 
 評価チームは、プロジェクトの成功の要因の一つは、NRCPDと IVMの間に、長期にわたり構
築された信頼関係であると評価した。1997年から、両者は 5年間の JICA技術協力プロジェクト
を実施し、それ以来、20年以上にわたり学術交流や留学生の派遣を継続しており、両機関の間に
は確固たる信頼関係が確立されている。 
 モンゴルから留学した学生は、帰国後、行政や研究機関で重要な地位を占めており、本プロジ

ェクトにおいても重要な役割を果たした。双方のプロジェクトリーダーとサブリーダーの間の強

い信頼関係の結果として、良好で円滑なコミュニケーションが維持され、研究方針が協議され、

モンゴルの研究者による強いオーナーシップが醸成された。 
 プロジェクトリーダーとサブリーダーの両者がモンゴルの若手研究者の能力を高めるために協

力し、若手研究者は彼らの指導に応えたことが、プロジェクトを成功させるための鍵となった。 
 
（2）日本での研修とモンゴルでの実践の組み合わせ 
 本プロジェクトでは、プロジェクト期間中、日本での技術研修が集中的に行われた。これまで

に合計 50 名の研究者が訓練を受け、プロジェクトの研究活動を実施するのに必要な先進技術を
日本で学んだ。モンゴルに戻ったとき、彼らは日本で学んだ知識をプロジェクトの下での彼らの

実際的な研究活動に適用することによって能力を強化した。  
 日本での研修とモンゴルでの実務の組み合わせは、協力期間全体を通じてモンゴルの研究活動

の円滑かつ効率的な運営に貢献した。 
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Summary of Terminal Evaluation Results 

 
1 Mongolian University of Life Sciences since August 2014. 

1．Outline of the Project 
Country: Mongolia Project Title: The Project for 

Epidemiological Studies on Animal 
Protozoan Diseases in Mongolia and 
Development of Effective Diagnostic 
Measures 

Sector: Agriculture and Rural Development Cooperation Scheme: Technical 
Cooperation Project （SATREPS） 

Division in charge: Agricultural and Rural Development 
Group1, Rural Development Department 

Total Cost: 270 Million Japanese Yen 

Period of Cooperation (R/D): From June 2014 to May 2019 
(five years) 

Partner Country's Implementation 
Organization: Institute of Vetarinary 
Medicine (IVM) 
Supporting Organization in Japan: 
Obihiro University of Veterinary Medicine 

1-1．Background of the Project 
In Mongolia, agriculture is one of the most important sectors along with the mining industry, accounting 

for approximately 10.3% of GDP and employs about 29.8% of labor forces as of 2017 (World Bank). 
Livestock production is Mongolia’s traditional livelihood, the main supply of food for the population, and 
the source of raw materials for livestock processing industries. The number of livestock has reached 66．4 
million in 2018, and are mainly maintained by nomadic people who seasonally migrate from pasture to 
pasture with mixed herds of sheep, goats, cattle, horses and camels.  

In order to enhance the productivity and quality of livestock products, animal infectious diseases are the 
major issues to be addressed. In the “Mongolian National Livestock Program” resolved in the State Great 
Khural in May 2010, “raising of the veterinary service standard to international levels and protecting public 
health through securing Mongolian livestock health” is one of the five priority areas. Under the above priority 
area, the following specific objectives are set up: 
・ Early prevention measures, increased preparedness to combat against and prevent infectious animal 

diseases that are banned for international trade, 
・ Bringing the veterinary service structure to international standard; strengthen the capacity of veterinary 

services to the level that can fully meet consumers’ demands and requirements, and, 
・ Bringing livestock medicine and veterinary tools to international standards. 
Animal infectious diseases in Mongolia include more than 30 zoonotic emerging and re-emerging diseases 

such as protozoan diseases. The protozoan diseases significantly limit animal productivity. Prevalence of the 
diseases has been rapidly increasing in the last decade because of lack of established affordable diagnostics 
and preventive and treatment measures in the country.  

In order to address these issues, Institute of Veterinary Medicine (IVM), Mongolian State University of 
Agriculture 1  and National Research Center for Protozoan Diseases (NRCPD), Obihiro University of 
Agriculture and Veterinary Medicine formulated a proposal of a collaborative research project which aims 
at the improvement of research and development capacities of IVM for early detection, prevention and 
control measures against animal protozoan diseases through conducting epidemiological studies and 
developing on-site diagnostics. 

After the Detailed Design Formulation Survey in October 2013, the Government of Mongolia (GoM) and 
the Government of Japan (GoJ) mutually agreed and signed the Record of Discussions (R/D) on January 7th, 
2014 and “The Project for Epidemiological Studies on Animal Protozoan Diseases in Mongolia and 
Development of Effective Diagnostic Measures (the Project)” was officially commenced in June 2014, with 
the cooperation period of five years.  
1-2. Project Overview (PDM (version 2.0)) 
(1) Overall Goal: Prevention and control measures against animal protozoan diseases (trypanosomoses and 
piroplasmoses) are taken based on the guideline using on-site diagnostic kits. 
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(2) Project Purpose: Research and development capacities of IVM for early detection, prevention and 
control measures against animal protozoan diseases (trypanosomosis and piroplasmosis) are improved 
through conducting epidemiological studies and developing on-site diagnostics in collaboration with 
NRCPD. 
(3) Output 
1. On-site diagnostics against animal protozoan diseases are developed. 
2. Prevalence, distribution and damages of major animal protozoan diseases and the vector ticks in Mongolia 
are clarified. 
3. Effective measures for the prevention and control of animal protozoan diseases in Mongolia are proposed 
based on detailed analyses of the results of epidemiological studies and the trial runs of the measures. 
(4) Inputs 
Japanese Side (as of the end of January 2019) 
・ Dispatch of Experts: Long-term Experts (3) (56.1 person-months), Short-term Experts (13) (21.67 

person-months) 
・ Procurement of Equipment：Approximately 88.9 million yen (vehicles, immunochromatography test 

strip making system, cryostat, etc.).  
・ Local Cost Assistance: Approximately 66.7 million yen (employment of local staffs, travel allowance, 

accommodation, provision of construction materilas of large-animal experimental facility, etc.). 
Mongolian Side 
・ Allocation of CPs: a total of 20 CPs have been assigned; 15 CPs are assigned as of the end of January 

2019. 
・ Facility: Office space for Japanese Experts/Laboratories for study on protozoan diseases and vectors 

(in vitro cultivation laboratory, molecular biology laboratories, and pathology laboratory)/A vehicle 
and a driver for field sampling/Construction cost and land for large-animal facility/Construction cost 
and land for the new laboratory building. 

・ Project Running Cost: salary of CPs, per diem and travel cost for field sampling, utilities, internet fee, 
etc. The total amount for the fiscal year from 2014 to 2018 was approximately MNT 755.2 million 
(approximately 34.0million yen).  

2． Mid-term Review Team 
Japanese Side Mongolian Side 
(1)  Ms. Eriko TAMURA (Leader), Senior Representative, 
JICA Mongolia Office   
(2)  Mr. Taketoshi WATANBE (Evaluation Planning), 
Program Officer, Agricultural and Rural Development Group 
1, Rural Development Department, JICA 
(3)  Yoko TAJIMA (Cooperation Planning), Program 
Division, Eastern Hokkaido, JICA 
(4)  Dr. Kyoshi KITA (Infectious Disease Control 
Research), Program Officer, SATREPS, AMED 
(5)  Dr. Yasushi SHINTANI (Evaluation and Planning) 
Deputy Manager, Division of International Collaboration 
Department of International Affairs, AMED 
(6)  Dr. Hideaki HIGASHINO (Evaluation Analysis), 
Senior Consultant, RECS International. Inc. 

(1)  Dr. BOLDBAATAR Bazartseren 
(Leader), Head, Laboratory of Virology, 
IVM 
(2)  Dr. NANSALMAA Myagmar 
(Member), Head of Department of 
Infectious and Parasitic Disease 
Surveillance, State Central Veterinary 
Laboratory 

Period of Evaluation: February 9-22, 2019  Type of Evaluation: Terminal Evaluation 
3． Results of Evaluation 
3-1．Project Performances 
(1) Summary of Project Purpose Achievements 
Project Purpose: Research and development capacities of IVM for early detection, prevention and control 
measures against animal protozoan diseases (trypanosomosis and piroplasmosis) are improved through 
conducting epidemiological studies and developing on-site diagnostics in collaboration with NRCPD.  
 
Indicator 1: On-site diagnostic kits are developed by IVM and submitted to the state laboratory for quality 
control and certification of veterinary drug.   
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2 Since August 2014, it is necessary to have approval of the pharmacopeia committee to manufacture and sell pharmaceutical products in Mongolia. 

PCR and ELISA kits are in the process of approval by the committee at the moment.  

Indicator 1 is considered to have been achieved as an on-site diagnostic kit (ICT-kit for equine 
trypanosomosis) was approved by Pharmacopeia Committee.  
 
In addition, four PCR and four ELISA diagnostics kits were produced by IVM and submitted to the State 
Laboratory for Quality Control and Certification of Veterinary Drug and approved2.  
 

 
Diagnostic Kits Date of 

Submission 

Date of Approval 
by State 

Laboratory 

Date of Approval 
by Pharmacopeia 

Committee 
1 ICT Trypanosoma equiperdum January 12, 2018 January 30, 2018 February 1, 2018 
2 PCR Trypanosomosis February 21, 

2018 
April 13, 2018 

In the process of 
approval 

3 PCR Anaplasmosis February 21, 
2018 

April 13, 2018 

4 PCR Babesia bovis February 21, 
2018 

April 13, 2018 

5 PCR Babesia bigemina February 21, 
2018 

April 13, 2018 

6 ELISA Trypanosoma 
equiperdum 

October 24, 2018 November 17. 
2018 

7 ELISA Babesia caballi October 24, 2018 November 17. 
2018 

8 ELISA Theileria equi October 24, 2018 November 17. 
2018 

9 ELISA Trypanosomosis October 24, 2018 November 17. 
2018 

 
For trypanosomoses, as shown in the above table, an on-site kit for Trypanosoma equiperdum was developed 
by IVM and submitted to the State Laboratory and finally approved by Pharmacopeia Committee on 
February 1, 2018.  
 
While, for piroplasmoses, on-site diagnostic kits for two types of major piroplasmoses were supposed to be 
developed by IVM based on the results of blood sample analyses. However, due to the following reasons, 
submission to the State Laboratory for approval of production was not made so far. 
 
It is considered that there is no strong demand from local veterinary service units to use on-site diagnostics 
kits to identify infection of piroplasma as it is already known through the epidemiological studies by IVM 
that majority of livestock animals are infected with piroplasma, mediated by ticks, and piroplasmoses do not 
show acute symptoms (chronic). 
 
In 2018, MOFALI and IVM provided veterinary laboratories in 21aimags (province) and Ulaanbaatar with 
1,820 diagnostic kits. Many provincial veterinary laboratories expressed their interest of purchasing on-site 
diagnostic and ELISA diagnostic kits, as well. 
 
Indicator 2: More than 10 international publications with citation index are coauthored by Mongolian 
and Japanese researchers. 
 
Indicator 2 has been achieved. Papers and articles prepared by the Mongolian and Japanese researchers are 
as follows (ANNEX10): 
 
1) Original Papers to International Scientific Journals 
The Project researchers published a total of 82 papers from 2014 to 2018, out of which, Mongolian 
researchers published 30 papers to international journals with citation index together with Japanese 
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researchers.  
 
2) Original Papers to Domestic Scientific Journals in Mongolia and Japan 
A total of 25 are accepted by domestic journals (22 papers to Mongolian scientific journals by Mongolian 
researchers only, and 3 papers to Japanese scientific journals by Japanese researchers only). 
 
3) Review Articles 
Two articles to international and three articles to Japanese scientific journals (by Japanese researchers only) 
 
4) Articles to Mongolian commercial journals 
16 articles by Mongolian researchers only 
 
(2) Summary of Output Achievements  

Output 1: On-site diagnostics against animal protozoan diseases are developed. 
Indicator 1-1: By 2016, 
the prepared on-site 
diagnostic kits will be 
used for the 
epidemiological studies 
in the field. 

Achieved 
・ For trypanosomoses, GM6-4r-ICT, an on-site diagnostic trial kit, was 

produced in NRCPD, Obihiro in August 2015.  
・ The recombinant GM6-4r-ELISA and GM6-4r-ICT tests that were 

produced at NRCPD have been evaluated by using positive control sera 
and field samples in Mongolia.  

・ On-site diagnostic kits that were produced at NRCPD have been 
repeatedly used for the epidemiological studies in the field all over 
Mongolia for trypanosomoses.  

・ Devices essential for ICT diagnostic kits were installed into IVM, 
Mongolia in February 2016 and ICT sticks were produced at IVM from 
October, 2016.  

・ Since October 2016, on-site diagnostic kits developed by IVM were 
used for epidemiological studies in 13 provinces in Mongolia. 

Indicator 1-2: By 2018, 
the effectiveness of the 
on-site diagnostic kits 
developed by IVM will 
be verified by kappa 
value more than 0.5 in 
comparison with ELISA. 

Achieved 
・ Blood serum was collected from 50 heads of horses in a model farm in 

the suburb of Ulaanbaatar in March 2016.  
・ The results of on-site diagnosis on these samples using ICT kit was 

compared with the results of ELISA and effectiveness of the on-site 
diagnostic kit developed by IVM was verified in September 2017. 

・ The result: kappa value was 0.53 (more than 0.5) in comparison with 
ELISA. 

・ Similarly, 1701 blood serum samples of horses collected from the 21 
prefectures between July 2014 and December 2015 were diagnosed 
using on-site diagnostic kits and compared with ELISA in September 
2017. The result shows kappa value: 0.58. 

Output2: Prevalence, distribution and damages of major animal protozoan diseases and the vector 
ticks in Mongolia are clarified. 

Indicator 2-1: Prevalence 
and distribution maps of 7 
kinds of animal protozoan 
parasites and 3 kinds of 
vector ticks are prepared. 
 

Achieved 
・ A total of 11,446 animal blood samples and over 12,000 tick samples 

were collected by countrywide epidemiological surveillance.  
・ Based on the analysis of the collected samples, the first issue of the 

disease prevalence/distribution maps was prepared in December 2016: 
16 maps (nine protozoan parasites (disease) and seven ticks were 
prepared as follows: 
Disease: 1. Trypanosoma equiperdum, 2. Theileria equi, 3. Trypanosoma 
evansi, 4. Babesia caballi, 5. Babesia bovis, 6. Babesia bigemina, 7. 
Toxoplasma gondi, 8. Neospora caninum, and 9. Anaplasma ovis,  
Ticks: 1. Dermacentor  nuttalli, 2. D.silvarum, 3. D, daghestanus, 4. 
Ixodes, 5. Haemaphysalis, 6. Hyalomma and 7. Rhipicephalus 
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Indicator 2-2: Seminars 
on current status of 
damages due to major 
animal protozoan 
diseases and the vector 
ticks are conducted at 
least twice a year. 

Achieved 
・ On occasion of Regional Veterinarian Conferences, SATREPS Scientific 

Seminar was held six times in Mongolia (July 2015 in Dornogovi, and 
July and August 2016 in Bayan-Ulgii and Khentii, August 2017 in 
Govisumber, and July and August 2018 in Uvs and Sukhbaatar) and 
presentation was made on protozoan disease and prevention measures by 
the Project researchers.  

・ The Project was planning to hold another seminar in Arkhangai during 
Rural Veterinarian Conference in June 2017, however, it was postponed 
due to the Presidential Election. In September, Rural Veterinarian 
Conference in Arkhangai was finally carried out, but it was overlapped 
with the SATREPS Scientific Meeting in Obihiro, and the Project 
members couldn't attend. 

・ SATREPS Meeting was held 28 times at IVM when Japanese 
researchers stayed in Mongolia. 

Output3: Effective measures for the prevention and control of animal protozoan diseases in Mongolia 
are proposed based on detailed analyses of the results of epidemiological studies and the trial runs of 
the measures. 

Indicator 3-1: Proposal of 
guideline for prevention 
and control measures for 
targeting protozoan 
diseases is prepared and 
submitted to MOFALI. 

Achieved 
・ Five guidelines were prepared and submitted to VABA (Veterinary and 

Animal Breeding Agency) on March 27, 2018 and as of January 2019, 
four of them are approved by GAVS (General Authority for Veterinary 
Services), MOFALI. 

Indicator 3-2: By 2019, 
seminar(s) on proposal 
guideline for prevention 
and control measures for 
targeting protozoan 
diseases is (are) held. 

・ Seminars are scheduled to be held in April 2019. 

3-2 Summary of Evaluation based on Five Evaluation Criteria 
Evaluation results based on 5 evaluation criteria are as follows: 
 

(1) Relevance: High  
・ The Project was evaluated as highly relevant with Mongolian development policy, Japan’s aid policy and 

strategy, and the needs of Mongolian societies, at the time of Terminal Evaluation. 
 
(2) Effectiveness: High  
・ Effectiveness of the Project was also evaluated high. Capacity enhancement of IVM has been successfully 

executed through technical guidance by the researchers of NRCPD, participation in the trainings, as well 
as provision of necessary equipment for research works on protozoan diseases.  

・ The Project researchers’ intensive work on collection as well as analyses of nationwide blood sampling 
and development of prevalence maps of protozoan diseases and tick distribution is highly admired. 
Development of diagnostic kits by IVM is a remarkable achievement of the Project, too.  

・ The Project researchers published a total of 82 papers from 2014 to 2018, out of which, Mongolian 
researchers published 30 papers to international journals with citation index together with Japanese 
researchers.  

 
(3) Efficiency: High  
・ Efficiency of the Project was evaluated high, too. As a whole, input by both the Japanese and Mongolian 

sides was appropriate. Most of the provided equipment by the Japanese side has been fully utilized to 
implement the Project activities and contributed to successful achievements of Output.  
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(4) Impact:  
・ Prospect of Overall Goal Achievement: The Evaluation Team had difficulty evaluating the prospect as 

qunatitaitve indicators were not set up yet. Therefore the Evaluation Team suggested to modify indicators 
of the Overall Goal as shown in 3-6. Recommendations. 

・ Other Impact: There will be a significant impact by the Project in the control of protozoan diseases in 
Mongolia. Animal protozoan diseases, such as trypanosomosis and piroplasmosis, are considered major 
constraints of the livestock industry in Mongolia. Development and dissemination of low cost on-site 
diagnostic kits and other developed diagnostic kits for protozoan diseases, together with visualization of 
epidemiological data of the protozoan diseases and ticks will help local veterinarians and researchers to 
draw up effective control measures of the diseases and ticks and bring about socio-economic impact 
(maximum JPY 10 billion) by reducing loss of livestock animals. 

 
(5) Sustainability: Relatively High 

Policy Aspect 
・ The current and future administration of Mongolia will maintain the policy to put priority on development 

of livestock industry by better management through prevention of animal infectious and endemic 
diseases.  
Financial Aspect 

・ The Evaluation Team confirmed that budget of the Project has been allocated smoothly so far and will be 
allocated until the end of the Project cooperation period. In the interview to Mongolian governmental 
officials (MECSS and MOFALI), they recognize the successful achievements of the Project and made 
favorable response to the requests by the Evaluation Team to allocate the budget for IVM to continue 
current research activities that IVM had conducted under the Project even after the cooperation period. 
However there remains a slight concern of financial sustainability as the budget after 2020 has not been 
secured yet.     
Technical and Management Aspects 

・ Provided equipment had been effectively used and properly maintained so far, and it is expected that 
Mongolian C/P will continue to effectively use and properly maintain the equipment.  

・ Purchase of reagents and consumables for the equipment in Mongolia posed difficulties against smooth 
operation of the research works at IVM in the first half of the Project cooperation period. However, 
opening of a new service agent in Ulaanbaatar mitigated the situation. 

・ Local veterinarians are highly cooperative to the Project activities. Hence, the Project outcomes could be 
sustainably utilized for development of livestock industry in Mongolia.  

・ According to NRCPD professors, the head of IVM (Project Director) will be nominated as a member of 
the steering committee of NRCPD, which raises the sustainability of the Project as academic exchange is 
considered to continue even after the completion of the Project cooperation period. 

3-3. Factors promoting the production of effects 
 
3-3-1. Factors pertaining to planning 
・ A relatively simple structur of the Project implementation, as well as limited number of implementing 

agencies. 
 

3-3-2. Factors pertaining to implementation process 
・ All Mongolian CP scientists understood the aims of the Project, and have been actively participating in 

the Project activities. Appropriate laboratories and scientists were selected as CP (Basic knowledge and 
skills of CP scientists are at substantially high standard. Therefore, training courses and research progress 
seminar have been efficiently working). 

・ Countrywide local veterinarian’s network has contributed to efficient data collection and distribution of 
the research outcomes.  

・ Organized management of the Project by both the Mongolian and Japanese sides to carry out the research 
works, including coordination among relevant Mongolian governmental organizations (e.g. MOFALI, 
MOESCS, etc.).  

・ Long history of collaborative research between IVM and Obihiro University of Agriculture and 
Veterinary Medicine that started in 1997 from a JICA technical cooperation project (Improvement of 
Technology on Diagnosis of Animal Infection Diseases in Mongolia (1997-2002)) 
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3-4. Factors inhibiting the production of effects  
 
3-4-1. Factors pertaining to planning 
・ None 
 
3-4-2. Factors pertaining to the implementation process 
・ There has not been observed significant inhibiting factors so far. However, timely purchase of reagents 

and consumables has been and an issue to be addressed by the Mongolian side to smoothly implement 
the research activities of protozoan diseases. Establishment of a service agent in Ulaanbaatar has 
mitigated the situation. 

 
3-5 . Conclusion 
・ Based on the Evaluation results, the Evaluation Team concluded that the Project be terminated as 

scheduled at the end of May 2019, as the Project Purpose is fully achieved at the time of Terminal 
Evaluation.  

 
3-6. Recommendations 
The following recommendations were made by the Joint Terminal Evaluation Team 
 
3-6-1. Necessary measures to be taken by GAVS and IVM 
(1) Revision of PDM 
(1) -1 Amendment of the Overall Goal for adding unexpected useful output  
・ In addition to an on-site diagnostic kit (ICT-kit for equine trypanosomoses), were produced by IVM, and 

then these kits were utilized for control measures for targeting protozoan diseases. Therefore, the Overall 
Goal should be revised as follows:  

Original: Prevention and control measures against animal protozoan diseases 
(trypanosomoses and piroplasmoses) are taken based on the guideline 
using on-site diagnostic kits. 

Amendment: Prevention and control measures against animal protozoan diseases 
(trypanosomoses and piroplasmoses) are taken based on the guideline 
using an on-site diagnostic kit and ELISA diagnostics kits. 

 
(1) -2 Amendment of Overall Goal Indicators 
Indicators of Overall Goal should be amended as follows: 
 
1) Indicator 1 

Original: xx % of clinical veterinarians use on-site diagnostic kits. 
Amendment: On-site diagnostic kit is distributed to 40% of veterinary service units in 

Mongolia. 
・ A total of 1,820 on-site diagnostic kits were produced in 2018, about 9.1% of total service units (91 units) 

received them in 2018. In addition, it is planned that 4,200 on- site diagnostic kits will be produced and 
distributed in 2019.  

・ The Evaluation Team recommends that GAVS and IVM distribute the on-site diagnostic kit to 80 more 
veterinary service units countrywide per year, in addition to the previous year, and that finally about 40% 
of veterinary service units receive them in Mongolia. 

・ Veterinarian service units are divided into four regions in Mongolia: South (Govi), North (Central), East 
and West. Based on the discussion with GAVS and IVM, it seems feasible to increase 20 veterinary 
service units to receive on-site diagnostic kits in each region per year. If 80 more service units receive the 
kits per year, there will be an increase of 320 service units in 2022. Including the 91 veterinary units in 
2018, a total of service units to receive on-site diagnostic kits will be more than 400 (about 40% of 
veterinary service units). 
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2) Indicator 2  
Original: xx sets of on-site diagnostic kits are sold per year. 
Amendment: Three ELISA diagnostics kits* are distributed to all provincial veterinary 

laboratories. 
* Three ELISA diagnostics kits: for Trypanosoma equiperdum, Babesia caballi 
and Theileria equi 

・ Only three provincial veterinary laboratories received all the three ELISA diagnostics kits in 2018. In 
2019, IVM is planning to produce and distribute 4,224 for Trypanosoma equiperdum, 4,200 for Theileria 
equi, and 1,440 for Babesia caballi, and only ten provincial veterinary laboratories are supposed to 
receive all the three ELISA diagnostic kits. The remaining provinces will not receive all the three kits 
mainly due to capacity limitation of laboratory staff.  

・ The Evaluation Team recommends that GAVS and IVM distribute all the three ELISA diagnostics kits to 
all provincial veterinary laboratories for confirming prevalence and distribution situation of 
trypanosomoses and piroplasmoses by conducting capacity enhancement trainings of laboratory staffs on 
how to use ELISA kits. 

 
3) Indicator 3  

Original: Guideline proposed by the Project is reflected in the official strategy for 
prevention and control of animal diseases by MOFALI. 

Amendment: Contents of guidelines are revised by IVM to reflect the current status of animal 
protozoan diseases. 

・ Four guidelines were already approved by MOFALI. The Evaluation Team recommends that IVM revise 
contents of guidelines to be more practical in accordance with the situation changed/updated based on 
the study and research works conducted by IVM. 

 
(2) Support of establishment of provincial action plan  
・ According to “Article 21. Measurement for combating against parasitic diseases” of “Law on Animal 

Health” provincial veterinary department/unit shall conduct epidemiological research and monitoring 
activities on the parasitic disease.  

・ Therefore, the Evaluation Team recommends that GAVS and IVM encourage provincial veterinary 
department/laboratories to utilize guidelines, on-site and ELISA diagnostics kits developed by IVM 
through seminar and brochure as well as other tools such as internet, telephone, social media and so on. 
(According to the law, two veterinarians will be assigned in each soum in 2019, and the Team 
recommends that veterinarians at soum level use guidelines also)   

 
(3) Securing budget after completion of the Project 
GAVS should secure the necessary budget;  
・ to manufacture and disseminate on-site diagnostic kits and ELISA diagnostics kits developed by IVM 
・ to establish the training course for veterinarians by IVM, based on guidelines 
・ to strengthen capacity of utilization of on-site diagnostic kits and ELISA diagnostics kits 
・ to support above mentioned action plan to be established by provincial veterinary department/laboratories  

 
3-6-2. Necessary measures to be taken by MECSS 
MECSS should secure the necessary budget for the followings: 
・ to properly maintain and utilize equipment by IVM provided under the Project 
・ to continue self-effort for improving research and development capacities by IVM 
 
3-6-3. Necessary measures to be taken by SCVL 
Maintaining records of demand and distribution of on-site diagnostic kit and ELISA diagnostics kits  
・ SCVL keep demand records of on-site diagnostic kit and three ELISA diagnostics kits from each province 

as well as distribution record to and status of utilization in each province. 
 

3-6-4. Necessary measures to be taken by NRCPD 
Utilization of the research network developed through the implementation of the Project 
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・ A collaborative research network was formulated through the Project implementation. NRCPD is 
recommended to give technical guidance and assistance to the Mongolia side as necessity rises to ensure 
the sustainability of the Project. 
 

3-7. Lessons Learned 
(1) Credible relationship between implementing organizations and long-term personnel development 

The key for the success of the Project is the trust nurtured by long-term relationships built between 
NRCPD (Japan) and IVM (Mongolia). Since 1997, two organizations implemented a 5-year JICA technical 
cooperation project, and since then, they have kept their cooperation through exchanging students and 
professors. More than 20 years, strong credibility has been established by Japanese and Mongolian students 
who studied and carried out research together. Today, these students have taken important positions in their 
respective institutions and also play important roles (leaders and sub-leaders) in the Project.  

The strong credibility, especially between Japanese and Mongolian project leaders and sub-leaders, good 
and smooth communication has been maintained. Consequently, no conflict emerged about research policies 
and directions, and a strong sense of ownership by Mongolian researchers has matured. As their Professors 
have done, both leaders and sub-leaders have cooperated to build capacities for young Mongolian and 
Japanese researchers, and young researchers returned their appreciation to leaders as their dedicated and hard 
works.  

 
(2) Combination of the trainings in Japan and actual practices in Mongolia 

In the Project, technical trainings in Japan were conducted intensively throughout the Project period. A 
total of 50 researchers were trained so far and learned in Japan advanced technologies necessary to 
implement the research activities of the Project. When they come back to Mongolia, they strengthened their 
capacities by applying their knowledge learned in Japan to their practical research works under the Project. 
Combination of the trainings in Japan and actual practices in Mongolia contributed to smooth and efficient 
operation of the research activities in Mongolia during the entire cooperation period. 
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第１章 終了時評価調査概要 

 
１－１ 終了時評価の背景と目的 

 モンゴル国（以下、「モンゴル」と記す）は 150万 km2の国土面積（アジアで 5番目に大きい）を
有し、2017年の人口は約 310万人であった（世界銀行）。モンゴルでは、農業は鉱業と並んで最も重
要な部門の一つであり、2017年時点 GDPの約 10.3％を占め、労働力の約 29.8％が従事している（世
界銀行）。 
 家畜生産はモンゴルの伝統的な職業として、人々にとっての主な食料の供給源であり、畜産業にお

ける原料の供給源である。家畜の数は 2018年に 6,640万頭に達し（モンゴル統計局）、主に牧草地間
を、ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダの群れを伴って移動する遊牧民によって営まれている。 
 家畜製品の生産性と品質を向上させるために取り組むべき主要な課題として動物感染症がある。 
 2010年 5月 20日の国家大会議（State Great Khural）で決議された「モンゴル畜産国家プログラム」
では、「獣医サービス水準の国際レベルへの向上とモンゴル家畜の健康確保による公衆衛生の保護」

が五つの優先分野の一つとして挙げられた。この優先分野の下で、以下の具体的な目標が設定されて

いる。 
• 国際貿易が禁止されている感染性動物の病気を予防するための早期予防策、準備の強化 
• 獣医サービス構造を国際基準に合わせ、獣医サービスの能力を消費者の要求を十分に満たすこ

とができるレベルまで強化 
• 家畜用医薬品と獣医用具の品質の国際基準への向上 
 モンゴルの動物感染症には、原虫病などの 30以上の人畜共通感染症及び再興感染症が含まれる。
原虫病は動物の生産性を著しく阻害するが、モンゴルでは手頃な価格の診断法並びに予防及び治療

方法が欠如しているため、過去 10年間でこれらの疾患の感染率は急速に増加している。 
 これらの問題に対処するために、モンゴル国立農業大学1（Mongolian State University of Agriculture：
MSUA）、帯広畜産大学原虫病研究センター（NRCPD）、獣医学研究所（IVM）は、IVM における原
虫病の早期発見、予防・管理対策のための研究開発能力の向上を、疫学調査と早期診断キットの開発

を通じて実現することを目的とした共同研究プロジェクトを提案した。モンゴル政府を通じて 2012
年 5 月になされた要請に応え、わが国政府は 2013 年 10 月に詳細計画策定調査を実施し、モンゴル
政府関係者と協議を行い、国際科学技術協力案件（SATREPS）の枠組みを決定し、2014年 1月に討
議議事録（R/D）を締結した。 
 「モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開発プロジェクト」（以下、

「本プロジェクト」と記す）は、疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通じて、モンゴルの家畜原虫

病の早期発見及び予防・対策のための研究開発能力の向上をめざし、IVM と NRCPD を実施機関と
し、2014年 6月より 5年間の予定で実施されている。 
 今般、およそ 3カ月後に協力期間の終了（2019年 5月末）を迎えるにあたり、既存プロジェクト・
デザイン・マトリックス（PDM）及び活動計画に基づき、プロジェクトの投入、活動、成果、目標の
達成度等を確認し、問題点を整理するとともに、評価 5項目による評価を実施し、協力期間終了まで
の課題及び今後の方向性について確認し、報告書に取りまとめ、合意することを目的として終了時評

 
1 2014年 8月よりモンゴル生命科学大学（MULS） 
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価が実施された。 
 
１－２ プロジェクト概要 

（1）プロジェクト名：モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開発プ
ロジェクト 

 
（2）プロジェクト期間：2014年 6月～2019年 5月（5年間） 
 
（3）カウンターパート（C/P）機関：獣医学研究所（IVM） 
 
（4）プロジェクトの枠組み（PDM version 2.0） 

1）上位目標：ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キットを用いた原虫病（トリパノソーマと
ピロプラズマ）の予防と対策が実施される。 

 
2）プロジェクト目標：共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜原虫

病（トリパノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策の

ための研究開発能力が向上する。 
 
3）成 果 
成果 1 家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される。 

成果 2 モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らかにな
る。 

成果 3 疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴルにお
いて社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される。 

 

4）活 動 

1. 家畜原虫病簡易迅速診断法の開発 

活動 1-1 トリパノソーマ病、ピロプラズマ病の野生株を収集・分離し馴化培養する。 

活動 1-2 1-1で収集した野生原虫株の抗原遺伝子型解析を行い、標的抗原遺伝子を同定する。 

活動 1-3 組み換え抗原を作製する。 

活動 1-4 組み換え抗原の反応特性、感応性、適用性を LAMP法や ELISA法などを活用して
評価し、イムノクロマト法（ICT）に利用可能な抗原たんぱく質を得る。 

活動 1-5 組み換え抗原を用いて ICTによる簡易迅速診断キットを試作する。 

活動 1-6 簡易迅速診断法の自然感染宿主を用いた評価を実施する。 

活動 1-7 開発した簡易迅速診断法の野外における社会実装性評価（2-1 の疫学調査と並行し
て実施）と改良を行う。 
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2. 疫学調査による家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況把握 

活動 2-1 原虫病と媒介マダニの疫学調査を実施し、原虫病に関する情報並びに感染動物の一
般臨床症状や病理組織学情報を収集する。 

活動 2-2 原虫病及び媒介マダニ分布データの GPS位置情報を解析する。 

活動 2-3 原虫病及び媒介マダニの流行分布マップを作成する。 

3. 社会実装可能な原虫病予防・対策方法の提案 

活動 3-1 疫学調査で得られた情報を基に、原虫病予防・対策のモデル地区を決定する。 

活動 3-2 原虫病の予防・対策方法を検討し、モデル地区にて試行実施する。 

活動 3-3 疫学的・社会経済的な視点から原虫病感染による健康被害の実態と家畜生産性の
関係についての分析を行う。 

活動 3-4 モンゴルにおいて社会実装可能な原虫病の予防・対策を提案する。 

 
１－３ 合同評価調査団の構成 

（1）日本側 

総  括 田村 えり子 JICAモンゴル事務所 次長 

評価計画 渡辺 剛智 JICA農村開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 
専門嘱託 

協力企画 田嶋 容子 JICA北海道国際センター 道東業務課 

感染症対策 北 潔 
長崎大学熱帯医学・グローバルヘルス研究所研究科長・教授 
〔国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）研究主
幹〕 

科学技術協力

計画・評価 新谷 靖 AMED国際事業部国際連携研究課 主幹 

評価分析 東野 英昭 株式会社レックス・インターナショナル 
シニアコンサルタント 

 
（2）モンゴル側 

リーダー Dr. Boldbaatar Bazartseren IVMウイルス研究室 室長 

メンバー Dr. Nansalmaa Myagmar SCVL感染症・寄生虫症 セクション長 

 
１－４ 調査日程 

 2019年 2月 9日～22日（詳細は付属資料１参照） 
 
１－５ 調査手法 

 本終了時評価は、日本側及びモンゴル側合同評価チームにより、以下のプロセスにて実施された。 
① プロジェクトチーム作成・提供資料、その他関連資料のレビュー 
② PDM〔version 2.0（付属資料２）〕及び活動計画表（付属資料３）に基づき、プロジェクト実績、
実施プロセス、評価 5項目ごとに、評価設問を設定した評価グリッド（和文、英文）の作成（付
属資料４） 
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③ 同グリッドに基づいた質問票の準備、プロジェクト関係者（プロジェクト専門家、モンゴル側

C/P）への事前配布 
④ 質問票に基づいた、プロジェクト関係者へのインタビュー 
⑤ プロジェクトサイト視察（IVM、畜産農家） 
⑥ 収集情報に基づいた、プロジェクト実績（投入、活動）の確認、アウトプットの達成状況・見

込みについての検証、プロジェクト実施プロセスについての確認 
⑦ 以下の評価 5項目の観点からの評価の実施 
妥当性：プロジェクト目標は、モンゴル側の開発政策・ニーズ、日本の援助政策と整合性がと

れているか。 
有効性：プロジェクト目標はどの程度達成されている（達成される見込み）か、アウトプット

との関係はどのようになっているか。 
効率性：投入はアウトプット達成のために効率的（量、質、タイミング）に行われたか。 
インパクト：プロジェクト実施による正・負の直接・間接の効果はあるか。 
持続性：プロジェクト終了後に、その効果がどの程度持続する見込みがあるか。 

⑧ 上記評価結果を踏まえたうえ、今後のプロジェクト活動の運営方針に係る提言事項取りまと

め 
 
１－６ 主要面談者 

（1）モンゴル側関係者 
1）モンゴル生命科学大学獣医学研究所（IVM） 

Dr. Badgar Battsetseg 所長（プロジェクト・ダイレクター） 
Dr. Banzragch Battur モンゴル生命科学大学大学院学長 
 （プロジェクト・マネジャー） 
Dr. Punsantsogvoo Myagmarsuren 分子遺伝学研究室長 
Ms. Adilbish Altanchimeg 病理学研究室長 
Dr. BOLDBAATAR Bazartseren ウイルス学研究室長 

 
2）食糧・農業・軽工業省（MOFALI） 

Mr. ENKH-AMAR Mijidsuren 政策・計画局長 
Mr. TUMENDEMBEREL.D 総合獣医庁（GAVS）長官 
Mr. BATSAIKHAN Sodnom GAVS副長官 
Dr. Batsukh Bosan GAVS副長官 家畜衛生・保証局長 

 
3）教育・文化・科学・スポーツ省（MECSS） 

Mr. MUNKHBAT Sonomdarjaa 科学技術政策局長 
 

4）モンゴル生命科学大学（MULS） 
Mr. Tumurbaatar KHERUUGA 学 長 
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（2）日本側関係者 
1）在モンゴル日本国大使館 
松橋 知之 三等書記官 

 
2）プロジェクト専門家 
横山 直明 日本側研究代表 帯広畜産大学教授（原虫病研究センター） 
井上 昇 前日本側研究代表 帯広畜産大学副学長 
西川 義文 帯広畜産大学教授（原虫病研究センター） 
早川 祥子 業務調整 

 
3）JICAモンゴル事務所 
佐藤 睦 所 長 
堀田 健太郎 企画調査員 
Ms. T. OYUNCHULUUN プログラムオフィサー 
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第２章 プロジェクトの実績 

 
２－１ 投入実績 

２－１－１ 日本側投入 
（1）専門家派遣 

 2016年 4月から 2019年 1月末までの間、長期専門家 3名（研究者 1名・業務調整員 2名）
（約 56.1 人月）及び短期専門家延べ 13 名（約 21.6 人月）が派遣されている。詳細について
は、付属資料５に示すとおりである。 

 
（2）本邦研修 

 プロジェクト開始からこれまでに、50 名の C/P が派遣された。詳細については、付属資料
６に示すとおりである。 

 
（3）供与資機材 

 2019年 1月末までに、およそ 8,890万円相当の資機材が供与された。主な機材としては、車
両、ICT試験キット作成機材、低温保持装置（Cryostat）、自動血球計数装置などである。詳細
は付属資料７に示すとおりである。 

 
（4）現地業務費 

 2019 年 1 月末までの現地業務費は 59 万 1,680 米ドル（USD）〔約 6,670 万円（JPY）〕であ
る。 

 USD JPY 
2014 134,652.06  16,027,634.7 
2015 110,977.00  12,652,487.8 
2016 131,586.42  14,765,312.2 
2017 132,629.93  14,162,223.9 
2018 81,834.13 9,073,932.0 
Total 591,679.54 66,681,590.6 

*年度終わり（3月）時点の JICAの公定レートを使用（2018年は 2019年 1月のレートを利用） 
 
２－１－２ モンゴル側投入 
（1）C/Pの配置 

 2019年 1月末までに配置された C/Pの総数は 20名である。現在プロジェクトに配置されて
いるのは 15名2である。詳細は付属資料８に示すとおりである。  
 

（2）プロジェクトのオペレーションコスト 
 モンゴル側は、C/Pの給与、日当、フィールドサンプリングの交通費、プロジェクト事務所
の光熱費､インターネット費用などを負担した。 

 
2 モンゴル側 C/Pのうち、1名はプロジェクト開始以来、日本側の研究補助として雇用している。 
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 JPY MNT*1 交換比率*2 
2015年まで 13,800,000 303,931,347 --- 

2016 10,136,082 222,820,000 0.045 
2017 5,292,437 118,505,092 0.045 
2018 4,813,015 109,961,500 0.044 
Total 34,041,534 755,217,939  

*1 MNT：モンゴルトゥグルグ 
*2 年度終わり（3月）時点の JICAの公定レートを使用（2018年は 2019年 1月のレートを利
用） 

 これらの費用の総額（2014から 2018年 12月末まで）はおよそ 3,400万円程度である。 
 
（3）施設・機材など 
• 専門家執務室 
• 原虫病研究施設（分子遺伝学、病理学研究室他） 
• 中・大型用動物実験舎（建設費用） 
• 新研究棟建設費用 

 
２－２ 主要活動の達成状況 

 プロジェクト・デザイン・マトリックス〔PDM（version 2）〕記載の主な活動の進捗状況は、付属
資料９に示すとおりである。 
 
２－３ 成果の達成状況 

成果1：家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される。（終了時評価時点で達成されている） 
指標1-1：2016年まで
に、試作された簡易迅

速診断キットが野外

での疫学調査で使用

される。 

達成された。 
• 2015年 8月、組み換え GM6-4r抗原ベースのトリパノソーマ用 ICT（簡
易迅速診断キット）が帯広畜産大の原虫病研究センターで製造された。

この診断キットが、モンゴル全土の野外での疫学調査に利用されてい

る。 
• ICT（簡易迅速診断キット）作成に必要な装置類が 2016年 2月に IVM
に設置され、2016年 10月からは、簡易キットが IVMで製造された。 

• 2016 年 10 月から IVM で達成された簡易キットがモンゴルの 13 県で
疫学調査に活用された。 

指標1-2：2018年まで
に、獣医学研究所が試

作した簡易迅速診断

キットの有効性が確

認される（ELISA法と
比較してkappa値が0.5
以上となる）。 

達成された。 
• 2016年3月にウランバートル郊外のモデル農家で50頭のウマの血清サ
ンプルを収集し、簡易迅速診断キットの結果とELISAの診断結果を比
較した結果、kappa値は0.53であった。 

• 2014年7月から2015年12月にかけて21県で採集した血清サンプルにつ
いて、同様の比較試験を行ったところ、kappa値が0.58であった。 

成果 2：モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らかになる。（終
了時評価時点で達成されている） 
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指標2-1：7種類の原虫
及び3種類の媒介マダ
ニの分布マップが作

成される。  
 

達成された。 
• 2016年7月末の終わりまでに、1万1,446の家畜の血液サンプルが全国規
模の疫学調査で採取された。1万2,000を超えるダニのサンプルも全国
から採取された。 

• 採取された血液サンプルの分析から、2016年末に、最初の原虫及び媒
介マダニの分布マップが作成された。 

• マップは、合計16種で、9種類の原虫病（1. Trypanosoma equiperdum, 2. 
Theileria equi, 3. Trypanosoma evansi, 4. Babesia caballi, 5. Babesia bovis, 6. 
Babesia bigemina, 7. Toxoplasma gondi, 8. Neospora caninum, and 9. 
Anaplasma ovis）と7種類の媒介マダニ（1. Dermacentor nuttalli, 2. 
D.silvarum, 3. D, daghestanus, 4. Ixodes, 5. Haemaphysalis, 6. Hyalomma and 
7. Rhipicephalus）について作成された。 

指標 2-2：家畜原虫病
と媒介マダニによる

被害の現状について

のセミナーが年 2回以
上開催される。 
 

達成された。 
• これまでにSATREPS科学セミナーが6回〔地方獣医師会議の際に6回
（Dornogovi 2015年7月、Bayan-Olgii及びKhentii 2016年7月及び8月、
Govisumber 2017年8月、Uvs 2018年7月、 Sukhbaatar 2018年8月）〕開催
された。 

• また、研究の進捗を確認するSATREPS会議が、日本人研究者がモンゴ
ルに滞在するタイミングで、これまで28回開催されている。 

成果 3：疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴルにおいて
社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される。（終了時評価時点でほぼ達成され

ている） 
指標3-1：社会実装可能
な家畜原虫病予防・対

策のガイドライン提

案書が作成され、

MOFALIに提出され
る。 

達成された。 
• 以下の五つのガイドラインがプロジェクトによって作成され、この

うちの四つが2018年3月に獣医繁殖局に提出されGAVSの承認を受け
た。 

− Trypanosoma equiperdumに関するガイドライン（2018年10月承認） 
− Trypanosoma evansiに関するガイドライン（2018年11月承認） 
− Theileria equi及びBabesia caballiに関するガイドライン（2018年10月
承認） 

− Babesia bovis及びBabesia bigeminaに関するガイドライン（2018年11
月承認） 

− Anaplasma ovisに関するガイドライン（未承認） 
指標3-2：2019年まで
に、原虫病の予防と対

策に関するガイドラ

インの提案内容につ

いてのセミナーが開

催される。 

セミナーが 2019年 4月に開催される予定である。 

 
２－４ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜原虫病（トリ

パノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究開発能

力が向上する。 
 
 プロジェクト目標は以下の理由により達成されたと考える。 
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指標 1：獣医学研究所で開発された簡易迅速診断法が、国家獣医薬品品質管理・認証ラボに提出さ
れる。 

 
 IVMで開発された簡易迅速診断キットが、モンゴルの薬事委員会で承認を受けたため、指標 1は
達成された。 
 また、これに加え、四つの PCR法と四つの ELISA法による診断キットが開発され、製造・販売
のために薬事委員会の承認を待っているところである3。 

 診断キット 提出時期 国家獣医薬品品質管理・ 
認証ラボによる承認 

薬事委員会によ

る承認 

1 ICT Trypanosoma 
equiperdum 2018年 1月 12日 2018年 1月 30日 2018年 2月 1日 

2 PCR Trypanosomosis 2018年 2月 21日 2018年 4月 13日 

承認待ち 

3 PCR Anaplasmosis 2018年 2月 21日 2018年 4月 13日 
4 PCR Babesia bovis 2018年 2月 21日 2018年 4月 13日 
5 PCR Babesia bigemina 2018年 2月 21日 2018年 4月 13日 

6 ELISA Trypanosoma 
equiperdum 2018年 10月 24日 2018年 11月 17日 

7 ELISA Babesia caballi 2018年 10月 24日 2018年 11月 17日 
8 ELISA Theileria equi 2018年 10月 24日 2018年 11月 17日 
9 ELISA Trypanosomosis 2018年 10月 24日 2018年 11月 17日 

 
 上の表に示すように、トリパノソーマ症については、Trypanosoma equiperdum用の簡易迅速診断
キットが IVMによって開発され、国家獣医薬品品質管理・認証ラボに提出され、最終的に 2018年
2月 1日に薬事委員会によって承認された。 
 なお、同簡易迅速診断キットは、MOFALIと IVMが 2018年に 21 aimags（県）とウランバート
ルの獣医師局に 1,820の診断キットを提供した。その結果、多くの州の獣医師局は、現場診断キッ
トの簡易性や有効性を体感しさらなる ELISA診断キットを入手することを望んでいる。 
 一方、ピロプラズマ症については、中間レビュー時点では、血液サンプル分析の結果に基づいて、

2 種類の主要ピロプラズマ症のための簡易迅速診断キットの IVM による開発を想定していた。し
かし、以下の理由により、生産・販売承認のための州の研究所への提出は行われなかった。 
• 家畜の大多数がダニによって媒介されるピロプラズマに感染していることが IVMによる疫
学研究を通して判明し、ピロプラズマの感染を同定するために現地診断キットを使用する

ことに関して、民間獣医サービスユニットからの強いニーズはないと考えられること、また、

ピロプラズマ症は急性症状を示さないこと（慢性症状にとどまることが多い）。 
 
指標 2：被引用インデックス付きの国際ジャーナルに掲載されるモンゴル・日本研究者の共著論文

の数が 10編以上となる。 
 
指標 2は以下の理由により達成された（付属資料 10）。 

 
3 2014 年 8 月より薬品の製造・販売については、薬事委員会の承認を得ることが新たに法律で定められた（中間レビューの時点で
は、新たな法律についての情報を得られなかったため、PDMの指標は変更できなかった）。PCRと ELISA診断キットについては、
薬事委員会の承認を待っているところである。  
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① 国際科学雑誌の原著論文 
 本プロジェクトの研究者は 2014年から 2018年までに、合計 82編の論文を発表し、そのう
ちモンゴル人研究者は日本の研究者と共著で、被引用インデックス付き論文 30 編を国際ジ
ャーナルに発表した。 
 

② モンゴルと日本の国内科学雑誌の原著論文 
 国内学術誌には合計 25編が掲載された（モンゴル研究者のみによるモンゴル科学誌：22編、
日本研究者のみによる日本の科学雑誌：3編）。 

 
③ レビュー記事 
 国際学会誌への記事 2編、日本の科学雑誌への記事 3編（両者とも日本人研究者のみ）が掲
載された。 

 
④ モンゴル商業雑誌への記事 

 モンゴルの研究者による記事 16編が掲載された。 
 
２－５ 実施プロセス 

２－５－１ 実施体制 
 プロジェクトの実施体制は、下図に示すとおりである。 
 2017年 12月の家畜健康法の制定に対応して、家畜及び家畜の健康を管理し、人々に健康的な食
物を提供することを使命とする州の中央行政機関としてGAVSが 2018年 6月に設立された。GAVS
は、SCVL とともに IVM によって開発された診断キットの普及において主導的な役割を果たすこ
とが期待される。 

 
  

実施体制図 
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２－５－２ モニタリングシステム 
（1）合同調整委員会（JCC）会議 

 プロジェクト開始から 2019 年 2 月までに、開催された合同調整委員会（Joint Coordinating 
Committee：JCC）会議は 7回である。 

JCC会議 開催日 参加者数 
第 1回 JCC会議 2014年 7月 8日 21  
第 2回 JCC会議 2015年 6月 10日 22  
第 3回 JCC会議 2016年 5月 27日 27  
第 4回 JCC会議 2016年 8月 19日 27 
第 5回 JCC会議 2017年 7月 6日 22 
第 6回 JCC会議 2018年 5月 29日 22 
第 7回 JCC会議 2019年 2月 22日 33 

 
（2）その他の会議  

1）SATREPS会議（内部会議） 
 SATREPS会議（内部会議）は、日本人研究者のモンゴル滞在のタイミングで、2019年 1
月末までに合計 28回実施されている。会議の目的は研究の進捗、新たな発見を報告し、関
係者で共有し、研究を円滑に進行させることである。 

 
2）その他の会議  
 SATREPS に参加しているすべての研究者は、定期的に研究の進捗を内部進捗セミナーで
発表し、課題の解決や今後の研究計画についての打合せを行ってきた。 

 
２－５－３ 広報活動 
（1）ウェブサイト  

 プロジェクトの概要が JICA、科学技術振興機構（Japan Science and Technology Agency：JST）、
NRCPD等のウェブサイトで公開されている4。 
 

（2）地方獣医師会議での獣医師に対するプレゼンテーション（SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR） 
 地方の獣医師を対象に、地方獣医師会議の際にこれまでの原虫病の研究の成果に関するプ

レゼンテーションを 6回実施している。 

SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR 開催日 開催場所 参加人数 
第 1回セミナー（南部地域獣医師会) 2015年 7月 2日 Dornogovi 211 
第 2回セミナー（西部地域獣医師会） 2016年 7月 23日 Bayan-Olgii 250 
第 3回セミナー（東部地域獣医師会） 2016年 8月 6日 Khentii 273 
第 4回セミナー（南部地域獣医師会） 2017年 8月 5日 Govisumber 150 
第 5回セミナー（西部部地域獣医師会） 2018年 7月 26日 Uvs 300 
第 6回セミナー（東部地域獣医師会） 2018年 8月 10日 Sukhbaatar 228 

  

 
4 http://www.jica.go.jp/project/mongolia/010/index.html、https://www.jst.go.jp/global/kadai/h2510_mongol.html等。 
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（3）学会におけるプレゼンテーション 
 合計 49回（日本の学会で 22回、モンゴルの学会で 9回、国際学会で 18回） 

 
（4）プロジェクトのオープニングセレモニーと第 1回 SATREPS科学会議 

 2014年 6月に IVMで開催されたプロジェクトのオープニングセレモニーと第 1回 SATREPS
科学会議の実施：日本大使館より清水特命全権大使、JICAモンゴル事務所所長、MECSS科学
政策・計画局総局長及び局長、工業農牧省5政策・計画局総局長、MULS学長などが参加した。
セレモニーと第 1回SATREPS科学会議の様子はEagle News TVとモンゴルTVで放映された。 

 
（5）モンゴル国営放送による取材 

 第 5回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR及び第 7回 JCCの様子がモンゴル国営放送による
取材を受けた。 

 
２－５－４ プロジェクトの成果物（マニュアル・ガイドライン等） 

 
成果物のタイトル 作成時期 

1 プロジェクト紹介パンフレット（英語とモンゴル語） 2014/10 
2 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（ウランバートル/2014年 10月 15日） 2014/10 
3 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（Dornogovi/2015年 7月 2日） 2015/07 
4 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（帯広/2015年 9月 15日） 2015/09 
5 ウマの検視マニュアル（モンゴル語版 14ページ） 2016/04 
6 ウマの検視マニュアルビデオ（モンゴル語版 60分） 2016/05 
7 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（Bayan-Olgii/2016年 7月 23日） 2016/07 
8 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（Khentii/2016年 8月 6日） 2016/08 
9 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（ウランバートル/8月 16日） 2016/08 
10 プロジェクト紹介パンフレット（モンゴル語） 2017/06 
11 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（Govisumber/2017年 8月 5日） 2017/08 
12 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（帯広/2017年 9月 8日-9日） 2017/09 
13 Trypanosoma equiperdumに関する啓発パンフレット 2018/07 
14 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（Uvs/2018年 7月 26日） 2018/08 
15 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（Sukhbaatar/2018年 8月 10日）  2018/03 
16 ガイドライン Anaplasma ovis (draft) 2018/10 
17 ガイドライン Trypanosoma equiperdum 2018/10 
18 ガイドライン Theileria equi and Babesia caballi 2018/10 
19 ガイドライン Babesia bovis and Babesia bigemina 2018/11 
20 ガイドライン Trypanosoma evansi 2018/11 
21 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR配布資料（ウランバートル/2019年 2月 20日） 2019/02 

 
２－５－５ 研修・セミナー・ワークショップ等 
（1）セミナー 

SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR：6回（付属資料 11） 
  

 
5 2014年 12月に食糧・農業・牧畜省に名称変更し、2016年 7月に再度、食糧・農業・軽工業省（MOFALI）に名称変更。  
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（2）研 修 
 帯広での本邦研修：これまでに 14回・研修生延べ 50名（付属資料６） 

 
（3）講 義 

 JICA 教師海外研修にてモンゴルを訪問した日本の高校の教師に対して SATREPS プロジェ
クトの紹介講義を実施。 

 
２－５－６ 中間レビューの提言に対する対応 
 2016年 8月に実施された中間レビューの提言に対する対応状況は以下のとおりである。PDMの
改訂以外は､適切な対応がなされたと考える。 

提 言 対応の状況 
（1）プロジェクト目標の達成に向けて【プロジ

ェクトチーム（日本・モンゴル研究者）へ

の提言】 
1）モンゴル側研究者の能力強化 
 プロジェクトの下で、被引用度（citation 
index）付きの論文15編が、既に国際学会誌に掲
載されており、そのうち、4編は日本・モンゴル
研究者の共著である。IVMの研究者は､これま
で、日本人研究者の指導に基づいて、主に、デー

タの収集と分析の面で、研究活動に貢献してき

ており、その結果は、モンゴル国内の学会誌に

掲載されてきている。 
 しかし、モンゴル側の研究者にとっても、被

引用度付きの国際学会誌に論文を投稿し、掲載

されることが研究者として重要な意味をもっ

ている。よって、プロジェクト期間終了後も、

モンゴル側研究者が、国際学会誌への投稿と掲

載を継続できるようにするためにも、プロジェ

クト期間中に、日本人専門家との共著論文を作

成し、国際学会誌での掲載数を増やすことを通

じて、IVM研究者のさらなる能力強化をめざす
こと。 
 モンゴル側の若い研究者たちは、SATREPS事
業に参加していることの利点を活用し、研究能

力の向上はもちろん、語学のスキルも可能な限

り向上させること。さらに、国際学会誌への投

稿から掲載までの所要期間を考慮し、プロジェ

クト協力期間終了の半年前には論文を投稿す

ること。 

（1）プロジェクト目標の達成に向けて【プロジ
ェクトチーム（日本・モンゴル研究者）へ

の提言】 
1）モンゴル側研究者の能力強化 
 中間レビュー以降、IVMの研究者は、研究論
文の作成において実績を残した。 
 プロジェクトの研究者（日本人研究者を含

む）が 2014年から 2018年の間で作成した論文
数は 82編である。 
 このうち、モンゴル側研究者が日本人研究者

と共著で被引用度付きの国際学会誌に投稿し

た論文数は 30編に達した。 
 このほか、モンゴル側研究者によるモンゴル

国内の学会誌への投稿は 16編になった。  
 まだ十分ではないが、SATREPS プロジェク
トへの参画を通じて、英語のコミュニケーショ

ンスキルについても努力を重ねてきた。 
 
 

2）プロジェクト管理【プロジェクトチームへ
の提言】 

 研究室とフィールド試験に必要な試薬や消

耗品の購入が、モンゴル国内ではうまくいかな

い場合（品質面と購入にかかる時間）があった

ことが報告されている。プロジェクトの持続性

2）プロジェクト管理【プロジェクトチームへ
の提言】 

 プロジェクトの前半では、提言にあるように

研究室とフィールド試験に必要な試薬や消耗

品の購入が、モンゴル国内ではうまくいかない

場合があった。 
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提 言 対応の状況 
確保の観点から、必要な試薬や消耗品は、時間

を前倒しして購入手続きを行う計画性が求め

られる。IVMは、プロジェクト期間終了後の円
滑な研究活動の遂行のために、ある程度まとま

った量の試薬や消耗品の購入手続きを適時に

行えるように、プロジェクト期間中から心がけ

るべきである。 
 さらに、2016年末に予定されている新研究棟
の完成に伴う研究室の移動に際しては、現在進

行しているプロジェクトの研究活動の妨げに

ならないように、十分な配慮を行うことを提言

する。 

 しかし、2017年 3月に、ウランバートルに試
薬や消耗品を取り扱うサービスエージェント

が開業し、状況は改善されている。状況が完全

に改善されたわけではないので、計画的な発注

に務めている。 
新研究棟の建設は計画より遅れて 2018 年 2

月に完成した。研究室（機材）の移動について

は、円滑に行うことができ、研究活動に支障は

なかった。 

（2）プロジェクトのアウトカムの実装に向けて
（上位目標の達成）【プロジェクトチームと

MOFALIに対する提言】 
1）上位目標の設定 
 プロジェクトのアウトカムが社会実装され

る際の具体的な内容を共有するためには、上位

目標として文章で記述することが望ましいた

め、レビューチームは､上位目標として、「簡易

迅速診断キットによる診断結果を基に、原虫病

（トリパノソーマとピロプラズマ）に対する予

防とコントロール対策が実施される」を、PDM
に追加することを提言する。レビューチーム

は、上位目標の設定に加えて、幾つかの指標の

明確化など、PDM（version 1.0）を修正し、付
属資料９－１と９－２に示すように PDM
（version 2.0）を提案する。 
 上位目標の達成に至る道筋では、モンゴル国

内での診断キットの配布や、現場での感染症の

予防とコントロールの実施において MOFALI
が重要な役割を果たす。MOFALI傘下の国家獣
医薬品品質管理・承認ラボは診断キットの承認

の権限をもち、獣医・繁殖サービス局は診断キ

ットの配布に関して、また、プロジェクト期間

終了までにプロジェクトによって提案される

予定のガイドラインに基づく原虫病の予防と

対策の両者に関して、その戦略の策定と実施を

担う。 
 よって、IVM と MOFALI は、診断キットが
承認されたなら会合をもち、疫学調査のデータ

と診断キットの普及計画を共有し、データの分

析結果が示す現況を参照して計画の最終化を

事前に行い、IVMがキットの製造準備を整えら
れるように配慮すること。 

（2）プロジェクトのアウトカムの実装に向けて
（上位目標の達成）【プロジェクトチームと

MOFALIに対する提言】 
1）上位目標の設定 
上位目標は提言にあるように、PDM（version 

2.0）に追加された。しかし、上位目標の指標に
関する議論は行われず、定量的な指標の設定に

ついては、終了時評価の時点まで手が付けられ

ていない。 
中間レビュー時の提言にある「会議」は開催

されていないが、新たに発足した総合獣医庁

（GAVS、MOFALI 傘下）とは、情報共有に務
めてきた。 
 GAVS の副長官を IVM のボードメンバーと
して任命し情報の共有を行った。この成果もあ

り、簡易迅速診断キットの認可が円滑になさ

れ、全国で使用が可能となった。  
GAVSは、政府に代わり、診断キットを発注

し、各県に配布する任を担っている。SCVLは、
各県からの発注を取りまとめている。 
毎年、SCVLは、各県からの要求を取りまと

め、配布計画を策定し、GAVS に提出する。
GAVSは、SCVLの計画に基づき、診断キット
を購入する予算の要求をモンゴル政府に対し

行っている。 

2）プロジェクトの社会・経済的効果の推定【プ
ロジェクトチームに対する提言】 

 診断キットの普及を促進するために、原虫病

2）プロジェクトの社会・経済的効果の推定【プ
ロジェクトチームに対する提言】 

 3カ所（Khentii県に 1カ所、Dundgovi県に 2
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提 言 対応の状況 
の予防と対策によってもたらされる社会経済

的な効果を、獣医師と畜産農家に提示すること

が重要である。プロジェクトの活動として含ま

れていることもあり、IVMは既にモデルファー
ム候補の畜産農家と交渉を開始し、原虫病の予

防・対策方法の試行実施への協力に同意をとり

つけつつあるが、プロジェクトチームは、疫学

調査の視点に加えて、社会経済的な視点を含め

たデータの取得を行うこと。 
 

カ所）のモデルファームが設定され、2年間の
長期モニタリングの対象となり、簡易迅速診断

キットの効果検証（kappa 値）のための活動が
実施された。 
 また、2 種類の治療薬〔diminazine aceturate 
（Demin）と quinapyramine sulfate（Triquine S）〕
を用いた治療実験が行われた。二つのモデルフ

ァームで両者を用いた治療法が、残りの一つの

ファームでは quinapyramine sulfate のみを使用
した治療法が試みられた。 
 これらの活動を通じて、簡易キットによる診

断と治療のサイクルが確立され、本報告書の第

３章（インパクト）に示す、社会経済的インパ

クトの試算がなされるベースとなった。 
 簡易迅速診断キットによる社会経済的イン

パクトについては、2019年に行われる最終セミ
ナーで発表される予定である。  

3）知的財産権【プロジェクトチームに対する
提言】 

 日本とモンゴルの共同研究から得られた知

的財産権（例えば ICTライセンス）を社会実装
するケースが出てきた場合には、適時、関係機

関（IVM、帯広畜産大、AMED、JICA等）間で
協議を行うこと。 
 

3）知的財産権【プロジェクトチームに対する
提言】 

 プロジェクト期間中、知的財産権に関する問

題が生ずるたびに、日本・モンゴルの研究チー

ムは話し合いをもち、適切な対応をとってき

た。 
 例えば、両者による著作がなされた場合、著

作権は、モンゴルの知的財産事務所に登録され

た。プロジェクトの成果に関して、さらなる課

題が生じたときは両者の話し合いで解決する

こととしている。 
 簡易迅速診断キットのライセンスについて

は、プロジェクト終了後に話し合いの場をもつ

こととする。 
4）他の JICA プロジェクトとの連携【プロジ
ェクトチームに対する提言】 

 モンゴルでは、本プロジェクト以外にも、

MULS と MOFALI をターゲットに、北海道大
学の支援による技術協力プロジェクト（獣医・

畜産分野人材育成能力強化プロジェクト）が実

施されている｡両プロジェクトは、既に、JCCへ
の参加を通じた情報の共有を行っているが、両

プロジェクトのインパクトを相乗的に生み出

すために、作成された教材や、リソースの共有

などを通じて、さらなる連携の拡大を図るこ

と。 
 

4）他の JICA プロジェクトとの連携【プロジ
ェクトチームに対する提言】 

 中間レビュー以降、JCC参加以外にも、以下
に示すような協力体制を構築してきた。 

1. 両プロジェクトのリーダーが情報・知識の
共有に努めた。  

2. SATREPS の成果である著作、テキスト、
ビデオ教材などが MULS の獣医学部の授
業に用いられた。 

3. IVM研究者とMULSの獣医学部の学生は、
訪問した日本人教授の講義に出席した。 

4. 両プロジェクトは、病理学のサンプルの分
析を協働で実施し、知見の共有に努めた。 

5. 二つの機関（IVMとMULS）は、供与され
た機材と現有施設を共有した。 
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２－５－７ 促進要因・阻害要因 
（1）促進要因 

• すべてのモンゴル側 C/P（IVMの研究者）は、プロジェクトの目的を理解し、プロジェ
クト活動に積極的に参加してきた。プロジェクトの研究活動を実施するうえで最適な研

究室と、所属する研究者が C/P として配置された（C/P の知識と技術のベースラインは
高いものであり、研修内容の理解と消化は効率的であり、研究進捗セミナー等が円滑に

進んだ）。 
• 全国に張り巡らされた獣医師のネットワークが活用され、疫学調査（全国をカバーする

血液サンプリングデータの効率的な取得）や、研究結果の紹介が円滑に行われた。 
• モンゴル側研究機関（IVM）と日本側研究機関双方による適切な研究活動管理が行われ
た。IVM所長による、モンゴル側関係機関（MOFALI、MECSS等）との適切な調整も円
滑な研究活動の遂行に貢献した。  

• IVMと帯広畜産大学との共同研究の歴史は、1997年の技術協力プロジェクト〔家畜感染
省診断技術改善計画（1997～2002）〕に遡り、現在に至るまで継続されてきた。本プロジ
ェクトの実施は、この長い交流の基礎の上に実施されている。 

 
（2）阻害要因 

 これまで、特筆すべき阻害要因は見当たらない。しかし、IVM に供与された機材で用いる

試薬や消耗品の調達は、モンゴル国内では時間がかかることがあり、プロジェクトの前半は、

日本側研究者が日本から持参して対応してきたケースがみられた。 
 2017年 3月に、ウランバートルに試薬や消耗品を取り扱うサービスエージェントが開業し、
状況は改善されている。 
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第３章 評価 5項目による評価結果6 

 
３－１ 妥当性 

 プロジェクトの妥当性は以下の理由から高いと評価する。 
 
３－１－１ モンゴルの開発政策との整合性 
 モンゴルでは、農業は鉱業とともに最も重要な部門の一つであり、GDPの約 10.3％を占め（2017
年世界銀行）、約 29.8％の労働力を雇用している（2018年世界銀行）。モンゴル政府は、2017年時
点で GDPの 23.4％（モンゴル国家統計委員会）を占める鉱業への過度な依存を避けるために、モ
ンゴルで歴史的に最も重要で、象徴的な産業である畜産業の生産性向上を強く推進している。 
 2016年 2月にモンゴル国家大会議で承認された「持続的開発ビジョン 2030」では、家畜疾病の
監視と獣医サービスの国際基準への改善を通じた適切な治療による畜産業の発展が開発目標の一

つとして含まれている。 
 2016年 9月に承認された「政府アクションプラン 2016〜2020年」においては、現在の獣医組織
を国際基準のものとし、その迅速かつ総合的な行動を確実にし、疾病の伝染を防止する行動をとり、

高リスクの人畜共通感染症を予防し、国境を超えるこれらのリスクを管理し、撲滅するための戦略

を実行し、家畜由来の原料及び製品を輸出する可能性を高めるとしている。 
 また、「持続的開発ビジョン 2030」や「政府アクションプラン 2016〜2020 年」に関連して策定
された「三本柱開発政策」では、モンゴル政府は農業セクターを優先経済セクターとして開発し、

安全な食品を市民に供給することを目標に掲げている。 
 モンゴル国会の決議で 2015年 11月に承認された「食料と農業に関する国家政策」においても、
食料と農業は国家安全保障に関連する重要な機能を有する経済的及び社会的柱の一つであるとモ

ンゴル政府は強調している。本方針には、家畜の生産と原材料及び製品の供給に関連する以下の事

項が含まれている。 
• 動物の感染症及び風土病を予防し、疾病を管理しそれを克服するための戦略を守り、早期に

感染を特定する能力を高め、対応策を改善し疾病のない地域を明確にすること。 
• 国際的な獣医学の基準を満たすスキームを含め、あらゆる階層レベルで包括的で迅速なシ

ステムを実施し、生産者、企業の責任を向上させ、地元の獣医の能力を高めること。 
 家畜の病気の制御は、高品質で生産性の高い家畜の飼育を達成するための必要条件である。本プ

ロジェクトは、疫学的研究及び現地開発を通じた動物原虫病の早期発見・予防及び管理対策に資す

るための IVMの研究開発能力の向上を目的としており、モンゴルの開発政策との妥当性が高い。 
 
３－１－２ 地域社会のニーズとの整合性 
 プロジェクトの開始前には、モンゴルの原虫病の感染状況や被害に関する実態の把握がなされ

ていなかったため、原虫病の予防と対策法開発への取り組みが不十分であった。しかし、原虫病に

感染した家畜は、貧血や、発熱、流産などの健康被害を受け、モンゴルの厳しい冬の気候に耐えき

れずに死亡するケースがみられる。 

 
6 本報告書の評価結果は、高い・やや高い・中程度・やや低い・低い、の 5段階で示した。 
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 本プロジェクトは 2014年の 6月に、原虫病の感染状況の把握と簡易診断法の開発を成果（アウ
トプット）に定めて開始された。 
 プロジェクトの協力期間の前半には、モンゴルにおける、予想を上回る家畜原虫病の感染の広が

りとマダニによる媒介の実態が全国規模のフィールドサンプリングによって明らかとなり、簡易

迅速診断キットの開発が進められてきた。また、プロジェクトの後半には、診断キット、原虫病と

ダニの分布及び原虫病の対策ガイドラインが作成された。 
 本プロジェクトの実施は、家畜の生産性を向上させ、長期的には、遊牧民を含む家畜農家の生計

の向上に貢献するものであり、モンゴルの地域社会のニーズに合致している。  
 
３－１－３ わが国の支援政策との整合性 
 対モンゴル国国別援助方針（2017年 12月）において、わが国政府は、以下の項目を重点分野と
している。 
• 健全なマクロ経済の実現に向けたガバナンスの強化 
• 環境と調和した均衡ある経済成長の実現 
• 包摂的な社会の実現 

 上記重点分野の「環境と調和した均衡ある経済成長の実現」のなかで、わが国政府は、「産業の

多角化が停滞する一方、所得レベルや地域による格差が顕在化していることから、モンゴル側の自

主的なイニシアティブを前提としつつ、持続可能な鉱物資源開発の実現に向けた人材育成、農牧業

分野等における産業多角化の推進及び産業発展を担う人材の育成、地域開発戦略の強化、環境に優

しく、かつ防災面に配慮した安全な都市の開発、成長を支える質の高いインフラの整備を通じた連

結性の強化等を支援する」と述べている。 
 より具体的には、本プロジェクトは、対モンゴル事業展開計画（2017 年 4 月）の重点分野（環
境と調和した均衡ある経済成長の実現）中の開発課題（産業多角化の推進と地域開発戦略の強化プ

ログラム）の下に位置づけられている。 
 
３－２ 有効性 

 プロジェクトの有効性は、以下の理由から、高いものと評価する。 
 プロジェクト目標「共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜原虫病（ト

リパノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究開発能力が向上する」の

指標は十分に達成されている（「２－４ プロジェクト目標の達成状況」）。 
 簡易迅速診断キット（ウマトリパノソーマ症用の ICTキット）が、薬事委員会によって承認されて
おり、さらに、四つの PCR 及び四つの ELISA 診断キットが IVM によって製造され、獣医薬の品質
管理及び認証のために国家獣医薬品品質管理・承認ラボに提出、承認され、薬事委員会の承認を待っ

ている状況である。 
 これらの事実は、動物原虫病（トリパノソーマ症及びピロプラズマ症）に対する早期発見、予防及

び管理対策のための IVMの研究開発能力が、疫学的研究の実施及び現場診断の開発を通じて強化さ
れたことを示すものと考える。 
 また、プロジェクト研究者は 2014年から 2018年までに合計 82編の論文を発表したが、そのうち
モンゴル人研究者は日本の研究者と協働で被引用インデックス付きの論文 30編を国際ジャーナルに
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発表している。モンゴルの研究者の論文作成への関与は、中間レビューの時点と比較して大幅に改善

されている（中間レビュー時には、国際学会掲載論文 15 編のうち、4 編のみが日本・モンゴル研究
者共著によって国際学会誌に掲載された）。 
 さらに、モンゴルの C/P 研究者への一連のインタビューと 2019 年 2 月 20 日に開催された発表会
でも、モンゴル側研究者の原虫病に対する早期発見と管理対策及び研究方法に関する能力の向上が

実感され、プロジェクト活動に参加することによる語学力の向上も認められた。 
 
３－３ 効率性 

 プロジェクトの効率性は、以下の理由から高いものと評価する。 
 
（1）投 入 
 日本､モンゴル双方とも投入の内容は適切なものであった。  
 レビューチームは、日本側が供与した資機材のほぼすべてが IVMによって有効に活用され、
維持管理されていることを確認した。資機材が良好な状態に維持されていることから、研究活動

も円滑に進んだ。 
 モンゴル側も、研究者の人件費などの固定費をはじめ、フィールドサンプリングの費用負担や、

中・大型家畜用の実験舎の建設費用、新実験棟の建設などの投入を行ってきた。また、IVMは、
プロジェクトの研究活動に必要なバックグラウンドをもつ研究者を配置した。 

 
（2）成果（アウトプット） 
 プロジェクトの成果は、ほぼすべて達成された。未達成の指標も間もなく達成する予定である。

原虫野生株の単離と培養、迅速簡易型診断キットの試作品の作成、原虫及び媒介マダニの分布マ

ップ作成が行われた。これらの活動の多くが、日本・モンゴル双方の研究者の共同作業として行

われてきた。 
 
３－４ インパクト 

 本プロジェクトは、モンゴルの社会に技術面と社会・経済面で正のインパクトを与えることが期待

される。上位目標（予想された正のインパクト）の指標が定量的に設定されていないため、達成の見

通しを判断するのは困難であった（第４章で、評価チームは上位目標の指標の設定について提言を行

っている）。 
 
３－４－１ 上位目標の達成見込み 
上位目標：ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キットを用いた原虫病（トリパノソーマとピロプ

ラズマ）の予防と対策が実施される。 
 指標が定量的に設定されていないため、評価チームが上位目標の達成の見込みを判断すること

は困難であった。 
 
指標 1：xx％の獣医師が診断キットを使用している。 
 IVMによると、2018年の実績として、全国 993の獣医サービスユニットのうち、91ユニットが
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簡易迅速診断キットを受け取った。これは、全獣医サービスユニットの約 9.1％であり、まだ十分
ではないと思われるが、指標が定量的に設定されていないため、評価チームが適否の判断を行うこ

とは困難であった。 

 
県 名 各県の獣医師サー

ビスユニット数 
簡易迅速診断キットを受け取った 
各県の獣医師サービスユニット数 

1 Arkhangai 42 4 
2 Bayankhongor 49 5 
3 Bayan-Olgii 50 2 
4 Bulgan 56 5 
5 Darkhan-Uul 13 3 
6 Dornod 42 5 
7 Dornogovi 23 2 
8 Dundgovi 29 4 
9 Govi-Altai 60 4 
10 Govisumber 9 5 
11 Khentii 58 5 
12 Khovd 54 2 
13 Khuvsgul 74 4 
14 Orkhon 8 2 
15 Selenge 46 5 
16 Sukhbaatar 56 4 
17 Tuv 95 5 
18 Ulaanbaatar 24 15 
19 Umnugovi 32 4 
20 Uvs 71 2 
21 Uvurkhangai 44 2 
22 Zavkhan 58 2 

合 計 993 91 

 
指標 2：年間 xxセットの診断キットが販売される。 
 IVM によると、以下の表に示すように、1,820 個のキットを製造し 2018 年に国家予算で買い上
げのうえ配布した。 

No. 県 名 ICT <* 
T.equiperdum 

ELISA 
T. equi 

ELISA 
B. caballi 

ELISA 
T. equiperdum 

1 Arkhangai 70 100 100 50 
2 Bayankhongor 100    
3 Bayan-Olgii (50)    
4 Bulgan (50)    
5 Darkhan-Uul 100    
6 Dornod 100  100  
7 Dornogovi (50)    
8 Dundgovi 50    
9 Govi-Altai 50    

10 Govisumber 100    
11 Khentii 100 25 25 50 
12 Khovd (50)    
13 Khuvsgul 100 100 100  
14 Orkhon 100  100  
15 Selenge 100   100 
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No. 県 名 ICT <* 
T.equiperdum 

ELISA 
T. equi 

ELISA 
B. caballi 

ELISA 
T. equiperdum 

16 Sukhbaatar 100 100 100  
17 Tuv (50)    
18 Ulaanbaatar 300 250 150 300 
19 Umnugovi (50)   100 
20 Uvs 50    
21 Uvurkhangai (50)    
22 Zavkhan (50)   100 

合 計 1,820 (400) 575 675 700 

<*：括弧内の数字は、IVMがプロモーションのために配布したキットの数を示す。 
 

 また、各県からの要求に応えた 2019年の診断キットの配布計画（国家予算で買い上げて配布）
は以下のとおりである。 

No. 県 名 ICT 
T.equiperdum 

ELISA 
T. equi 

ELISA 
B. caballi 

ELISA 
T.equiperdum 

1 Arkhangai 100 200 100 100 
2 Bayankhongor 500 400  500 
3 Bayan-Olgii 200 200 100 200 
4 Bulgan 200 200  200 
5 Darkhan-Uul 100 300 100 200 
6 Dornod 400 200 100 200 
7 Dornogovi 100 100  100 
8 Dundgovi 100 100  100 
9 Govi-Altai 100 100  100 

10 Govisumber 100 100  100 
11 Khentii 200 200 100 300 
12 Khovd 200 100 100 400 
13 Khuvsgul 100 300 100 100 
14 Orkhon 200 300 100 200 
15 Selenge 100 200  100 
16 Sukhbaatar 200 100 100 200 
17 Tuv 200 300  300 
18 Ulaanbaatar <* 700 (500) 400 (200) 200 (100) 400 (200) 
19 Umnugovi 100 100  200 
20 Uvs 100 100  100 
21 Uvurkhangai     
22 Zavkhan 200 200  100 

合 計 4,200 (500) 4,200 (200) 1,100 (100) 4,200 (200) 

<*：括弧内の数字は、IVMがプロモーションのために配布したキットの数を示す。 
 

 指標 1の場合と同様、指標が定量的に設定されていないため、評価チームが配布されたキットの
数が十分かどうかを判断するのは困難である。 

 
指標 3：プロジェクトチームによって提案されたガイドラインの内容がMOFALIによる原虫病の

予防・対策戦略に反映されている。 
 指標 3は協力期間の終了後 3年以内に達成されると予想される。 
 2018 年 6 月、家畜健康法が施行されるに伴い、モンゴルの研究者らは、以下のガイドラインを
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作成し、MOFALIに提出して承認を得た（ガイドラインは、家畜健康法第 3章「家畜や動物の病気
との闘い」に準拠して作成されている）。 
 IVM の研究者がガイドラインの内容改訂の重要性と必要性を十分に認識しており、調査団との協
議でも、ガイドラインの内容の改訂をコミットしていることから、プロジェクト協力期間終了後も、

ガイドラインは IVMによって改訂され、承認のためにMOFALIに提出されることが期待される。 
 
３－４－２ 技術的インパクト 
 プロジェクトは、モンゴルの家畜原虫病の早期発見、予防と対策の各面で、技術的に大きなイン

パクトをもたらすと期待される。  
 トリパノソーマやピロプラズマなどの家畜の原虫病は、モンゴルの畜産業の発展を妨げる主な

要因の一つである。原虫病の診断に使える安価な診断キットの開発と普及に加えて、原虫病と媒介

マダニに関する疫学調査の結果の視覚化データの提供は、感染地域の獣医師や研究者が原虫病に

対する効果的な対策をとるうえでの大きな助けとなるであろう7。  
 また、プロジェクトの開発する技術は、家畜の輸出入に携わる動物検疫官の活動にも大きな貢献

をするものと期待される。 
 さらに、トリパノソーマ及びピロプラズマの簡易迅速診断キットと疫学調査の結果の視覚化デー

タの併用による原虫病対策は、家畜の原虫病に苦しむ世界の各国で標準モデルとして普及する可

能性を秘めている。 
 本プロジェクトの技術的なインパクトは、獣医学部の学生と獣医師に対する専門教育の視点で

も期待される。2016 年 5 月、媾疫に感染したウマの解剖（検視）マニュアルが、ビデオと冊子の
両形態で作成されており、MULSの獣医学部の学生と獣医師のための教材として用いられている。 
 また、プロジェクト期間中の研究成果により、研究機関としての IVMの評価が高まったとの指
摘もある。プロジェクト期間中に上げた成果はさまざまな外国の研究機関の注目を集め、IVM は

これらの機関から共同研究の提案を受けている。 
 
３－４－３ 社会経済的インパクト 
 家畜原虫病を克服することで、畜産業の生産性が向上し、長期的には、遊牧民を含め、畜産業を

営む人々の生計の向上につながることが期待される。 
 簡単な試算で、予想されるインパクトの規模を示す。 
• ウマトリパノソーマ症の感染率は、IVMが実施した疫学調査によると約 4.8％であることが
判明した。 

• 適切な治療が施されなければ、病気による死亡率は科学文献で約 50％であることが知られ
ている（モンゴルの死亡率は今後、現場で開発された診断キットを使用して調査される予

定）。 
• モンゴルで飼育されているウマの数は約 390万頭で、平均市場価格は 1頭当たり 175万MNT
である。 

 
7 新たな T. equiperdumの野生株の単離は過去 30年間なされていなかった。T. equiperdum IVM-tはプロジェクトにとって重要なだけ
でなく、世界の科学界にとって重要なものである。この原虫の遺伝子型、全ゲノム、トランスクリプトームのさらなる解析を通じ

て、新たな診断法、ワクチン、治療薬の開発につながることが期待される（Suganuma, Narantsatsral et al. Parasites & Vectors, 9:481, 
2016/Davaasuren, et al. Journal of Microbiology Resource Announcements, In press, 2019）。 
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 これらの条件の下、試算すると、ウマのトリパノソーマ症は適切に治療されなければ理論上､

1,640億MNT（約 68億円）の損失を引き起こすと推定される8。損失に加えて、肥育率の低下が起

こり、治療費が発生する。現場診断キットを用い、ジミナゼンなどで適時に治療することにより、

モンゴル社会に最大 2,400億MNT（100億円）の利益をもたらすことが推定される。 
 
３－５ 持続性 

 プロジェクトの持続性は終了時評価時点ではおおむね高いと考えられる。 
 
３－５－１ 政策面の持続性 
 モンゴル経済は、畜産業（農業）と鉱業を中心としている。現在及び将来の政権は、動物感染症

の予防を通じ、管理を改善することによって畜産業の発展に重きを置く政策を維持するであろう。 
 さまざまな開発政策やプログラムのなかで、家畜疾病の監視と獣医サービスの国際基準への改

善による適切な治療による畜産業の開発が開発目標の一つとして含まれている。 
 特に、2018年 6月に施行された家畜健康法第 21条「寄生虫病対策」には、県の獣医学局が寄生
虫病の疫学調査及びモニタリングを行うことが記載されている。そのため、各県の獣医師は診断キ

ットを必要とし、本プロジェクトによって開発されたガイドラインと原虫病及びダニ分布図を使

用して効果的かつ効率的にサービスを実施する可能性が高まるであろう。 
 
３－５－２ 財政面の持続性 
 評価チームは、これまでプロジェクトの予算（IVMの年間予算）が円滑に配分されており、プロ
ジェクトの協力期間が終了するまで確保されることを確認した。 

 2017 2018 2019 
IVM年間活動予算（MNT） 1,352,085 1,573,799 1,403,770 

 
 モンゴル政府当局者（MECSS及びMOFALI）へのインタビューで、彼らはプロジェクトの成功
を認識し、IVM がプロジェクトの下で実施した現在の研究活動を継続するために、協力期間後も

IVMの予算を確保してほしいという評価チームからの要求に好意的なコメントを返した。しかし、
2020 年以降の予算はまだ確保されていないため、財政の持続性についてはわずかな懸念が残って
いる。 

 
３－５－３ 技術・運営面の持続性 
 モンゴル側 C/Pの基礎的な研究能力は､プロジェクトの開始前から相応の水準に達していたが、
プロジェクト活動への参加を通じて、その研究能力はさらに向上している。また、評価チームは、

日本側が供与した資機材のほぼすべてが IVMによって有効に活用され、維持管理されていること
を確認した。 
 研究者間に資機材を注意深く､丁寧に扱う文化が浸透していることから、今後も、機材の管理は

適切に行われていくものと期待できる。 

 
8 390万頭×175万MNT/頭×4.8％×50％＝1,640億MNT 
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 モンゴルでの機器用試薬及び消耗品の購入は、プロジェクト協力期間の前半に IVMでの研究作
業の円滑な運営に困難をもたらしていたが、ウランバートルに新しいサービス代理店が営業を開

始したため、試薬や消耗品の購入状況は改善されている。 
 地方の獣医師は、そのネットワークを通じて、プロジェクトの活動に協力してきてくれた。この

ネットワークにより、プロジェクトの成果の普及や、データの収集が円滑かつ継続的に行われるこ

とが期待できる。  
 また、NRCPDの教授によると、IVM所長（プロジェクト・ダイレクター）は NRCPDの運営委
員会の委員に指名される予定である。NRCPDはモンゴルを海外重要拠点として認識していること
から、プロジェクトの協力期間終了後も学術交流は継続すると考えられ、プロジェクトの持続可能

性を高める要素の一つである。 
 
３－６ 結 論 

 モンゴルと日本の合同評価チームは､文献調査、関係者（IVM研究者、日本人研究者）からの聞き
取り、モンゴル政府職員との一連の協議や､県獣医師局（Govisumber県）、畜産農家（Dundgovi県）
の視察などを通じて情報を収集し、収集した情報の分析を基に、評価 5項目によるプロジェクトの評
価を実施した。  
 
（1）妥当性：高い 
 プロジェクトは、終了時評価時点でも、モンゴル政府の開発方針、地域社会のニーズ、わが国

の支援方針と高い整合性を有していることが確認され、プロジェクト実施には高い妥当性があ

ると評価された。  
 
（2）有効性：高い 
 プロジェクトの有効性も高いと評価された。プロジェクト目標である、IVM 研究者の家畜原

虫病の早期診断、予防・対策に関する研究・開発能力の強化は、帯広畜産大学の研究者との共同

研究、本邦研修参加を通じて達成された。研究開発に必要な資機材の供与も円滑な研究活動の進

捗に大きく貢献している。  
 モンゴル側研究者が、日本人研究者と協力して、あるいは単独で行った、全国を網羅する家畜

の血液サンプル採取とその分析作業は、多大の労力を伴うものであり、その遂行のための努力は

高く評価されるべきものである。 
 また、モンゴル側研究者は、研究の成果を日本人専門家との共著で、国際学会誌に被引用イン

デックス付き論文 30編を投稿した。 
 
（3）効率性：高い 
 プロジェクトの効率性は高いと結論した。全体として、日本・モンゴル双方の投入は適切なも

のであった。日本側の供与した資機材は、ほとんどがプロジェクトのための研究活動に有効活用

され、アウトプットの達成に貢献した。 
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（4）インパクト：技術面と社会・経済面で正のインパクトが見込まれる。上位目標の見込みは定
量的指標が設定されていないため判断が困難である 

 インパクトについては、予想された正のインパクトである上位目標の達成見込みは、指標が定

量的に設定されておらず、評価が困難であったため、評価チームは、上位目標の見直し（指標を

含め）を提言した。 
 プロジェクトは、モンゴルの家畜原虫病の早期発見、予防と対策の各面で、技術的に大きなイ

ンパクトをもたらすと期待される。 
 トリパノソーマやピロプラズマなどの家畜の原虫病は、モンゴルの畜産業の発展を妨げる主

な要因の一つである。原虫病の診断に使える安価な診断キットの開発と普及に加えて、原虫病と

媒介マダニに関する疫学調査の結果の視覚化データの提供は、感染地域の獣医師や研究者が原

虫病に対する効果的な対策をとるうえでの大きな助けとなるであろう。 
 また、プロジェクトの開発する技術は、家畜の輸出入に携わる動物検疫官の活動にも大きな貢

献をするものと期待される。 
 さらに、トリパノソーマ及びピロプラズマの簡易迅速診断キットと疫学調査の結果の視覚化

データの併用による原虫病対策は、家畜の原虫病に苦しむ世界の各国で標準モデルとして普及

する可能性を秘めている。 
 これらに加えて、家畜の損失を減らすことで、社会経済的インパクトがもたらされるであろう。 

 
（5）持続性：おおむね高い 
 終了時評価時点で、プロジェクトの持続性は高いと考えられる。 
 評価チームは、政府当局者とのインタビューを通じて得られた情報に基づいて、現在及び将来

の政権下においても、本プロジェクトはモンゴルの開発政策との関連性が高いと考える。 
 評価チームは、これまでモンゴル側によるプロジェクトの予算が円滑に配分されており、また、

プロジェクトの協力期間が終了するまで配分されることを確認した。 
 モンゴル政府当局者（MECSS及びMOFALI）へのインタビューで、政府関係者に対する、プ
ロジェクトの成功を認識し、IVM がプロジェクトの下で実施した現在の研究活動を継続するた

めに､プロジェクト終了後も IVM の予算を配分してほしいという評価チームからの要求に、政

府関係者は好意的に応えた。 
 しかし、2020 年以降の予算はまだ確保されていないため、財政の持続可能性についてはわず
かな懸念が残ると考える。 

 
（6）結 論 

 以上の評価結果に基づき、終了時評価時点でプロジェクト目標が達成されたことから、評価

チームは予定どおりに 2019年 5月末でプロジェクトを終了することと結論する。 
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第４章 提 言 

 
４－１ GAVSと IVMがとるべき措置 

 「３－４ インパクト」の項に記載されているように、指標が量的に設定されていないため、評価

チームが上位目標達成の見込みを評価することは困難であった。JICA がプロジェクト終了およそ 3
年後に実施する事後評価の適切な実施を可能とするために、評価チームは現在の PDM（version 2.0、
付属資料２）における上位目標とその指標を以下のように修正することを提案する〔改訂 PDM
（version 3.0）は付属資料 12に示すとおり〕。 
 
４－１－１ PDM（vesion 2.0）の修正 
（1）予期されなかった有用な成果を追加するための上位目標の修正 

 IVMでは、簡易迅速診断キット（ウマトリパノソーマのための ICT診断キット）に加えて、
四つの ELISA 診断キットも開発した。この点を考慮し、上位目標は次のように修正する必要
がある。 

原 文 
（PDM version 2.0） 

ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キットを用いた原虫病（トリ

パノソーマとピロプラズマ）の予防と対策が実施される。 

修正案 
ガイドラインに基づき、簡易迅速診断キット及びELISAキット9を用

いて、原虫病（トリパノソーマとピロプラズマ）の予防と対策が実

施される。 
 
（2）上位目標の指標の修正 

1）指標 1の修正 
原 文 
（PDM version 2.0） xx％の獣医師が簡易迅速診断キットを使用している。 

修正案 簡易迅速診断キットがモンゴルの獣医師ユニットの 40％に配布さ
れる。 

 2018 年に 1,820 の簡易迅速診断キットが製造され、同年には全獣医サービスユニットの
約 9.1％がそれを受け取った。さらに、2019年には 4,200の簡易迅速診断キットが製造され、
国家予算で買い上げられたうえ配布される予定である。2019 年に配布される簡易迅速診断
キットは 2018年の 2倍以上となる見込みである。 
 評価チームは、GAVS と IVM が、診断キットの配布対象とする国内獣医サービスユニッ
トを毎年 80ユニットずつ増やしていき、最終的に合計 40％の獣医サービスユニットに配布
する目標を立てることを提言する。 
 獣医サービスユニットは、モンゴル、南部（Govi）、北部（Central）、東部及び西部の四つ
の地域に分けられるが、GAVS 及び IVM との協議に基づくと、各地域でキットの配布対象
として年間 20ユニットを増やしていくこと（4地域で 80ユニット増）が可能であると見込

 
9 PCRの診断法も IVMによって開発されたが、上位目標には含まれていない。PCR診断は、原虫の種の同定などの特別な目的に
使用される。したがって、すべてのモンゴル地方の獣医学検査室で PCR診断システムを設定することは現実的ではないためであ
る。 
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まれる。 
 したがって、2022年にまでに、全ユニットの 40％相当〔約 400ユニット（91＋320＝411
ユニット）〕まで増やすという目標の設定は妥当であると思われる。 

 
2）指標 2の修正 
原 文 
（PDM version 2.0） 年間 xxセットの診断キットが販売される。 

修正案 

開発された 3種類の ELISA 診断キット*がすべての県の獣医師ラボ
に配布される。 
* 3種類の ELISA診断キットとは Trypanosoma equiperdum、Babesia 
caballi及び Theileria equi用のものを指す。 

 「３－４ インパクト」の項で述べたように、2018年には、三つの県の獣医局（獣医師ラ
ボ）のみが全 3種類の ELISA 診断キットを受け取った。2019年には、IVMは ELISA 診断
キットとして、Trypanosoma equiperdum用のもの 4,224、Theileria equi用のもの 4,200、Babesia 
caballi 用のもの 1,440の生産と流通を計画しているが、これら 3種類の ELISA 診断キット
すべてを受け取ることになっているのは 10県のみで、他の県では、主に実験室の職員の能
力上の制約から、三つのキットすべてを受け取ることはできない。 
 評価チームは、ELISA キットの使用方法に関する実験室スタッフの能力強化トレーニン
グを実施することによって、トリパノソーマ症及びピロプラズマ症の感染率及び分布状況

を確認するために、GAVS及び IVMが三つの ELISA診断キットをすべての県の獣医局（獣
医師ラボ）に配布することを提言する。 

 
3）指標 3の修正 
原 文 
（PDM version 2） 

プロジェクトチームによって提案されたガイドラインの内容が

MOFALIによる原虫病の予防・対策戦略に反映されている。 

修正案 プロジェクトチームによって提案されたガイドラインの内容が原虫

病の現状を反映して改訂される。 

 「２－３ 成果の達成状況」で述べたように、四つのガイドラインは既に MOFALI によ
って承認されている。評価チームは、実施した調査及び研究に基づいて認識した新たな状況

に応じて、IVM はガイドラインの内容を、より実情に即したものになるように改訂するこ

とを提言する。 
 
４－１－２ 県のアクションプラン策定への支援 
 「家畜健康法」中の「寄生虫病対策」第 21条に基づき、県獣医局は寄生虫病の疫学調査及びモ
ニタリング活動を行うこととされている。 
 評価チームは、GAVSと IVMが、県獣医局/ラボラトリーに、セミナー、パンフレット、及びイ
ンターネット、電話、ソーシャルメディアなどのツールを活用してガイドライン、簡易迅速診断キ

ット及び ELISA診断キットの利用の促進を図ることを推奨する（法律によれば、2019年には 2名
の獣医師が各郡に割り当てられる。評価チームは、郡レベルの獣医師によるガイドラインの使用を

提言する）。  
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４－１－３ プロジェクト完了後の予算確保 
 以下に述べる活動に関して、GAVSは必要な予算の確保を図ること。 
• IVMが開発した簡易迅速診断キット及び ELISA診断キットの製造及び普及 
• ガイドラインに基づき、IVMによる獣医師養成コースの確立 
• 現場診断キット及び ELISA診断キットの利用能力の強化のためのトレーニング 
• 地方の獣医局/ラボラトリーによって策定される行動計画支援（４－１－２参照） 

 
４－２ MECSSがとるべき措置 

 以下の活動に必要な予算の確保 
• 本プロジェクトで供与された IVMによる機材の適切な維持管理 
• IVMによる研究開発能力の向上のための自主的努力の継続 

 
４－３ SCVLがとるべき措置 

• 簡易迅速診断キット及び ELISA診断キットの需要及び流通記録の維持 
 SCVL は、各州からの簡易迅速診断キット並びに三つの ELISA 診断キットの需要記録、及び各県
への配布記録並びに使用状況に関する記録を保管すること10。 
 
４－４ NRCPDがとるべき必要な措置 

• プロジェクトの実施を通じて開発された研究ネットワークの利用 
 プロジェクトの実施を通じて IVM と NRCPD の間に共同研究ネットワークが構築された。プロジ
ェクトの持続可能性を確保するため、NRCPDは、プロジェクト終了後も、可能な範囲で、モンゴル
側に技術的指導と支援を行うこと。 
  

 
10 モンゴル政府関係者によると、新たな組織「疫学ユニット」が SCVLまたは GAVSのいずれかの傘下に設置される予定である。
「疫学ユニット」の調査に基づいて、各県に次年度以降配布される診断キットの数が決定される予定。 
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第５章 教 訓 

 
（1）実施機関間の信頼関係と長期的な人材育成 

 評価チームは、プロジェクトの成功の要因の一つは、NRCPDと IVMの間に、長期にわたり構築
された信頼関係であると評価した。1997年には、両者が 5年間の JICA技術協力プロジェクトを実
施し、それ以来、20 年以上にわたり学術交流や留学生の派遣を継続しており、両機関の間には確
固たる信頼関係が確立されている。 
 モンゴルから留学した学生は、帰国後、行政や研究機関で重要な地位を占めており、本プロジェ

クトにおいても重要な役割を果たした。また、双方のプロジェクトリーダーとサブリーダーの間の

強い信頼関係の結果として、良好で円滑なコミュニケーションが維持され、研究方針が協議され、

モンゴルの研究者による強いオーナーシップが醸成された。 
 プロジェクトリーダーとサブリーダーの両者がモンゴルの若手研究者の能力を高めるために協

力し、若手研究者は彼らの指導に応えたことが、プロジェクトを成功させるための鍵となった。 
 
（2）日本での研修とモンゴルでの実践の組み合わせ 

 本プロジェクトでは、プロジェクト期間中、本邦での技術研修が集中的に行われ、これまでに合

計 50名の研究者が訓練を受け、プロジェクトの研究活動を実施するのに必要な先進技術を日本で
学んだ。モンゴルに戻ったとき、彼らは日本で学んだ知識を、プロジェクトでの研究活動に適用す

ることによって、研究能力を強化した（日本と同様の研究活動を可能とした資機材供与も要因の一

つである）。 
 日本での研修とモンゴルでの実際の研究活動の組み合わせは、協力期間全体を通じてモンゴル

の研究活動の円滑かつ効率的な運営に貢献した。 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．終了時評価調査日程 
２－１．プロジェクト･デザイン・マトリックス（version 2.0）（英文） 
２－２．プロジェクト･デザイン・マトリックス（version 2.0）（和文仮訳） 
３．活動計画表（Plan of Operation)（英文） 
４．評価グリッド 
５．日本人専門家派遣状況 
６．本邦研修実績 
７．供与機材リスト 
８．モンゴル側研究者（カウンターパート）配置状況 
９．主要活動の進捗 
10．プロジェクトの研究者による論文作成状況 
11．主な会議・セミナー等の開催実績 
12－１．プロジェクト･デザイン・マトリックス修正案（version 3.0）（英文） 
12－２．プロジェクト･デザイン・マトリックス修正案（version 3.0）（和文仮訳） 
 

付 属 資 料 





評価分析 総　括 評価計画 協力企画
科学技術協力計画・評

価（AMED）
感染症対策
（AMED）

東野　英昭 田村　えり子 渡辺　剛智 田嶋　容子 新谷　靖 北　潔 横山　直明 井上　昇

1 2月9日 土
15:30 移動　成田 （OM502）→ 20:25
ウランバートル

2 2月10日 日
- 8:30 現場視察
- 12:30 Dundgovi モデル農家

3 2月11日 月
- 10:00 Govisumber県獣医局視察
- 14:00 ウランバートルへ移動

4 2月12日 火

- 9:30 JICA モンゴル事務所表敬
- 13:00 日本人専門家と協議
- 14:00 獣医学研究所（IVM）研究者
インタビュー

5 2月13日 水
- 10:00 IC-kit 製造会社視察
- 11:00 IVM 研究者インタビュー

6 2月14日 木
-10:00 総合獣医庁（GAVS）長官聞き
取り
-13:00 モンゴル側評価委員との打合せ

7 2月15日 金
- 10:00 国立中央獣医ラボ（SCVL）
聞き取り

15:30 移動　成田
（OM502）→
20:25 ウランバート
ル

9:15 移動　帯広
（HD062）→
11:00 羽田/
15:30 移動　成田
（OM502）→
20:25 ウランバー
トル

8 2月16日 土

9 2月17日 日

10 2月18日 月
15:30 移動　成田
（OM502）→ 20:25 ウ
ランバートル

21:10移動 羽
田 →

11 2月19日 火

→00:05 北京
（CA422）
11:55 北京 →
14:30 ウラン
バートル
（CA901）

12 2月20日 水

13 2月21日 木

14 2月22日 金

15 2月23日 土 資料整理・報告書作成
資料整理・報告書
作成

8:55 移動
（OM501）
→ 14:30 成田

16 2月24日 日 資料整理・報告書作成
資料整理・報告書
作成

7:55 移動　羽田
（JL573）→9:25
帯広

17 2月25日 月

18 2月26日 火

19 2月27日 水 8:55 移動（OM501）→ 14:30 成田
8:55移動
（OM501）
→ 14:30 成田

終了時評価調査日程（モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開発プロジェクト）

No. 日付

- 9:00 日本人専門家・研究者・IVM研究者と協議
- 11:00-11:30 JICA モンゴル事務所表敬
- 15:00 教育・文化・科学・スポーツ省（MECSS）表敬
- 16:00 食糧・農業・軽工業省（MOFALI）表敬

団内協議及び資料整理

団内協議及び資料整理

日本側研究者
（帯広畜産大学）

20:10 移動 帯広（JL576）→
21:55 羽田

15:30 移動 成田（OM502）→
20:25 ウランバートル

- 調査団と協議
- 関係省庁表敬同行
（MECSS/MOFALI）

- 調査団との協議
- MULS表敬

- 9:00 プロジェクト最終成果発表会
- 11:00 GAVS聞き取り
- 15:00 GAVS聞き取り

- 9:00 モンゴル側評価委員/IVM研究者/日本人専門家/日本人研究者と評価報告書（ドラフト）協議
-15:00 モンゴル生命科学大学（MULS）学長表敬

調査団と同様

- 10:00 終了時評価報告書最終化
 7:30 移動　ウランバートル
（OM223）→9:45 北京
11:55 北京（CA167）→16:10 羽田

- 10:00 合同調整委員会（JCC）会議
- 15:00 日本大使館報告

追加調査・協議

8:55 移動（OM501）
→ 14:30 成田

7:55 移動 羽田（JL573）→9:25
帯広

- 追加調査・協議
- 他ミッション
フォロー

必要に応じて調査団と協議

１．終了時評価調査日程
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.

3-
4.

 P
ro

po
se

 e
ffe

ct
iv

e 
pr

ev
en

tiv
e 

m
ea

su
re

s a
nd

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s
ag

ai
ns

t a
ni

m
al

 p
ro

to
zo

an
 d

is
ea

se
s i

n 
M

on
go

lia
.
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（

ve
rs

io
n 

2.
0）
（
和
文
仮
訳
）

 
Pr

oj
ec

t D
es

ig
n 

M
at

ri
x 

(V
er

.  2
.0

) 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

 
 
 

 
 

 
 
 
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
家
畜
原
虫
病
の
疫
学
調
査
と
社
会
実
装
可
能
な
診
断
法
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

期
 
間

 
 

20
14
年

6
月
～

20
19
年

5
月
（

5
年
間
）

 
対
象
地
域

 
 

モ
ン
ゴ
ル
国
全
土

実
施
機
関
（
モ
ン
ゴ
ル
側
）

 
モ
ン
ゴ
ル
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
研
究
所
（

IV
M
）

実
施
機
関
（
日
本
側
）

 
 

帯
広
畜
産
大
学
原
虫
病
研
究
セ
ン
タ
ー

直
接
受
益
者

 
 

モ
ン
ゴ
ル
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
研
究
所
の
研
究
者

間
接
受
益
者

 
 

モ
ン
ゴ
ル
国
内
の
畜
産
業
従
事
者
、
畜
産
分
野
の
行
政
機
関

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
約

 
（

N
ar

ra
tiv

e 
Su

m
m

ar
y）

 
指
 
標

 
（

O
bj

ec
tiv

el
y 

Ve
rif

ia
bl

e 
In

di
ca

to
rs
）

 
入
手
手
段

 
（

M
ea

ns
 o

f v
er

ifi
ca

tio
n）

 
外
部
条
件

 
（

Im
po

rta
nt

 a
ss

um
pt

io
ns
）

 

［
上
位
目
標
］

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト

を
用
い
た
原
虫
病
（
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
と
ピ
ロ
プ
ラ

ズ
マ
）
の
予
防
と
対
策
が
実
施
さ
れ
る
。

 

1.
xx
％
の
獣
医
師
が
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
を
使
用

し
て
い
る
。

2.
年
間

xx
セ
ッ
ト
の
診
断
キ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
る
。

3.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
が
食
糧
・
農
業
・
軽
工
業
省

（
M

O
FA

LI
）
に
よ
る
原
虫
病
の
予
防
・
対
策
戦
略

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

-M
O

FA
LI
傘
下
の
獣
医
繁
殖

局
の
年
間
報
告
書

-M
O

FA
LI
の
公
式
戦
略

［
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
］

 
共
同
研
究
に
よ
る
疫
学
調
査
及
び
簡
易
迅
速
診
断
法

の
開
発
を
通
し
て
、
家
畜
原
虫
病
（
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー

マ
病
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
）
の
早
期
摘
発
及
び
予
防
・

対
策
の
た
め
の
研
究
開
発
能
力
が
向
上
す
る
。

1.
獣
医
学
研
究
所
で
開
発
さ
れ
た
簡
易
迅
速
診
断
法

が
、
国
家
獣
医
薬
品
品
質
管
理
・
認
証
ラ
ボ
に
提
出

さ
れ
る
。

2.
被
引
用
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
付
き
の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル

に
掲
載
さ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
研
究
者
の
共
著
論

文
の
数
が

10
編
以
上
と
な
る
。

-
国
家
獣
医
薬
品
品
質
管

理
・
認
証
ラ
ボ
の
受
領
記
録

-
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
別
刷

り
（

R
ep

rin
t）

原
虫
病
の
予
防
と
対
策
に

対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

M
O

FA
LI
に
よ
っ
て
承
認
さ

れ
る
。

 

［
成
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）］

 
1.
家
畜
原
虫
病
の
簡
易
迅
速
診
断
法
が
開
発
さ
れ

る
。

1.
20

16
年
ま
で
に
、
試
作
さ
れ
た
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ

ト
が
野
外
で
の
疫
学
調
査
で
使
用
さ
れ
る
。

2.
20

18
年
ま
で
に
、
獣
医
学
研
究
所
が
試
作
し
た
簡
易

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
る
（

EL
IS

A
法
と
比
較
し
て

K
ap

pa
値
が

0.
5
以
上
と
な
る
）。

-
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
の

検
証
記
録
（
レ
ポ
ー
ト
、
実

験
記
録
）

野
外
疫
学
調
査
で
地
方
獣

医
師
に
よ
る
協
力
が
得
ら

れ
る
。

 

2.
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
家
畜
原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ

ニ
の
存
在
、
分
布
及
び
被
害
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
。

1.
7
種
類
の
原
虫
及
び

3
種
類
の
媒
介
マ
ダ
ニ
の
分
布

マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
る
。

2.
家
畜
原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
に
よ
る
被
害
の
現
状

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
が
年

2
回
以
上
開
催
さ
れ

る
。

-
作
成
さ
れ
た
原
虫
病
・
媒
介

マ
ダ
ニ
の
分
布
マ
ッ
プ

-
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録

２－２．プロジェクト･デザイン・マトリックス（version 2.0）（和文仮訳）
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3.
 
疫
学
調
査
の
詳
細
分
析
結
果
や
原
虫
病
予
防
・

対
策
の
試
行
実
施
結
果
に
基
づ
き
、
モ
ン
ゴ
ル

に
お
い
て
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病
の
予
防
・

対
策
方
法
が
提
案
さ
れ
る
。

 

1.
 社
会
実
装
可
能
な
家
畜
原
虫
病
予
防
・
対
策
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
提
案
書
が
作
成
さ
れ
、

M
O

FA
LI
に
提
出

さ
れ
る
。

 
2.

 2
01

9
年
ま
で
に
、
原
虫
病
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
る
。

 

- 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
提
案
内

容
 

- 
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録

 

活
 
動

 
投

 
入

 
 

1.
 
家
畜
原
虫
病
簡
易
迅
速
診
断
法
の
開
発

 
1-

1.
 
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
の
野

生
株
を
収
集
・
分
離
し
馴
化
培
養
す
る
。

 
1-

2.
 

1-
1
で
収
集
し
た
野
生
原
虫
株
の
抗
原
遺
伝
子

型
解
析
を
行
い
、
標
的
抗
原
遺
伝
子
を
同
定
す

る
。

 
1-

3.
 
組
み
換
え
抗
原
を
作
製
す
る
。

 
1-

4.
 
組
み
換
え
抗
原
の
反
応
特
性
、
感
応
性
、
適
用

性
を

LA
M

P
法
や

EL
IS

A
法
な
ど
を
活
用
し

て
評
価
し
、
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
（

IC
T）
に

利
用
可
能
な
抗
原
た
ん
ぱ
く
質
を
得
る
。

 
1-

5.
 
組
み
換
え
抗
原
を
用
い
て

IC
T
に
よ
る
簡
易

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
を
試
作
す
る
。

 
1-

6.
 
簡
易
迅
速
診
断
法
の
自
然
感
染
宿
主
を
用
い

た
評
価
を
実
施
す
る
。

 
1-

7.
 
開
発
し
た
簡
易
迅
速
診
断
法
の
野
外
に
お
け

る
社
会
実
装
性
評
価
（

2-
1
の
疫
学
調
査
と
並

行
し
て
実
施
）
と
改
良
を
行
う
。

 

【
日
本
側
】

 
1.

 
共
同
研
究
者
（
長
期
・
短
期
）
の
派
遣

 
2.

 
業
務
調
整
専
門
家
の
派
遣

 
3.

 
モ
ン
ゴ
ル
側
共
同
研
究
者
の
本
邦
受
入
れ

 
4.

 
機
材
供
与

 
5.

 
共
同
研
究
の
運
営
経
費
以
外
の
必
要
経
費

 

【
モ
ン
ゴ
ル
側
】

 
1.

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

（
C

/P
）
の
配
置

 
2.

 
研
究
施
設
及
び
他
の
必
要

な
設
備

 
3.

 
研
究
活
動
用
資
機
材

 
4.

 
JI

C
A
に
よ
っ
て
供
与
さ

れ
た
資
機
材
の
交
換
及
び

ス
ペ
ア
パ
ー
ツ

 
5.

 
C

/P
の
業
務
上
の
国
内
移

動
手
段
及
び
経
費

 
6.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
経
費

 
7.

 
機
材
の
モ
ン
ゴ
ル
国
内
移

送
経
費
、
据
え
付
け
・
運

転
・
保
守
経
費

 
8.

 
入
手
で
き
る
デ
ー
タ
（
地

図
、
写
真
を
含
む
）
の
提

供
 

 

2.
 
疫
学
調
査
に
よ
る
家
畜
原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ

の
存
在
、
分
布
及
び
被
害
状
況
把
握

 
2-

1.
 原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
の
疫
学
調
査
を
実
施

し
、
原
虫
病
に
関
す
る
情
報
並
び
に
感
染
動
物

の
一
般
臨
床
症
状
や
病
理
組
織
学
情
報
を
収

集
す
る
。

 
2-

2.
 原
虫
病
及
び
媒
介
マ
ダ
ニ
分
布
デ
ー
タ
の

G
PS

位
置
情
報
を
解
析
す
る
。

 
2-

3.
 原
虫
病
及
び
媒
介
マ
ダ
ニ
の
流
行
分
布
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
。

 

前
提
条
件
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3.
 
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病
予
防
・
対
策
方
法
の

提
案

 
3-

1.
 疫
学
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
原
虫
病

予
防
・
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
を
決
定
す
る
。

 
3-

2.
 原
虫
病
の
予
防
・
対
策
方
法
を
検
討
し
、
モ
デ

ル
地
区
に
て
試
行
実
施
す
る
。

 
3-

3.
 疫
学
的
・
社
会
経
済
的
な
視
点
か
ら
原
虫
病
感

染
に
よ
る
健
康
被
害
の
実
態
と
家
畜
生
産
性
の

関
係
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。

 
3-

4.
 モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病

の
予
防
・
対
策
を
提
案
す
る
。
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活
動
計
画
表
（

Te
nt

at
iv

e 
Pl

an
 o

f O
pe

ra
tio

n 
(P

O
)）

３．活動計画表（Plan of Operation)（英文）
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評
価
グ
リ
ッ
ド
１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
と
プ
ロ
セ
ス
の
確
認

 

検
証
内
容

 
評
価
調
査
項
目

 
判
断
方
法

 
必
要
デ
ー
タ

 
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
大
項
目

 
小
項
目

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
の
進

捗
と
実
施
過

程

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
は
予
定
ど

お
り
進
捗
し
て

い
る
か
？

 

＊
活
動
に
遅
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
原
因

は
何
か
？

 
＊
活
動
と
実
施
計
画
（

PD
M
・

PO
）

に
変
更
は
あ
っ
た
か
？

 

活
動
計
画
表
と
実
績
の
比

較
 

-実
際
の
活
動
計
画
と
実
績

-
活
動
と
計
画
変
更
に
か
か
わ
る

情
報

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

-
モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医
学

研
究
所
（

IV
M
）
他
〕

-日
本
人
専
門
家

-文
献
調
査

-質
問
票

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
運
営
管
理
に

関
す
る
問
題
は

あ
っ
た
か
？

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は
適
切
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
き
た
か
？

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法

/頻
度

/結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
状
況
が
適
切
か
？

-
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
左
記

に
か
か
わ
る
情
報

-同
上

-同
上

＊
意
志
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
機
能

し
て
い
た
か
？

 
問
題
の
有
無

/対
応
の
方

法
/対
応
の
過
程

 
-

JC
C

 や
他
の
意
志
決
定
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
関
す
る
情
報

＊
関
係
者
間
の
情
報
共
有
は
な
さ
れ

て
い
た
か
？

 
情
報
の
共
有
に
関
す
る
状

況
の
確
認

 
- 情
報
共
有
の
方
法
（
定
例
会
議
、

そ
の
他
の
会
議
の
開
催
状
況
、

報
告
書
配
布
、
日
常
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
等
確

認
）

実
施
機
関
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
理
解
と
業
務

遂
行
状
況

＊
実
施
機
関
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

的
/意
義

/実
施
ア
プ
ロ
ー
チ
等
を
理

解
し
て
い
る
か
？

 

-理
解
の
度
合
い

-同
上

-同
上

＊
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（

C
/P
）
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
主
体
的
に
参
加
し

て
い
る
か
？

-参
加
の
度
合
い

/意
欲

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ

/受
益

者
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
認

識

＊
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

/受
益
者
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
認
識

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

/受
益
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
か
？

-
理
解
の
度
合
い
（
広
報
活
動
の

状
況
な
ど
含
め
）

-
モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

IV
M
､

県
獣
医
ラ
ボ
、
ソ
ム
獣
医
繁
殖

ユ
ニ
ッ
ト
、
民
間
獣
医
セ
ン

タ
ー
、
牧
畜
業
者
他
）

-日
本
人
専
門
家

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

-質
問
票

-現
場
視
察

＊
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

/受
益
者
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
主
体
的

な
参
加

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

/受
益
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
に
主
体
的
に
参
加
し
て

い
る
か
？

-参
加
の
度
合
い

４．評価グリッド
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評
価
グ
リ
ッ
ド
２
．
妥
当
性

 
評
価
基
準

 
妥
当
性

 
評
価
調
査
項
目

 
判
断
方
法

 
必
要
デ
ー
タ

 
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
大
項
目

 
小
項
目

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
の

正
当
性
、
必
要

性
は
あ
っ
た

か
確
認

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
政
策
と
整
合

性
を
も
つ
か
？

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
、
方
向
性

が
モ
ン
ゴ
ル
国
の
政
策
と
一
致
し

て
い
る
か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
上
位

目
標
と
モ
ン
ゴ
ル
国
の
政

策
と
の
整
合
性
を
検
証

 

-
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
畜
産
分

野
の
政
策
、
戦
略
、
計
画
等

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
食
糧
・
農

業
・
軽
工
業
省
（

M
O

FA
LI
）
、

IV
M
他
〕

-日
本
人
専
門
家

-文
献
調
査

-質
問
票

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
の
選
択

は
適
切
だ
っ
た

か
？

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て

い
た
か
？

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
上
位

目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
を
検
証

-モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
認
識

-同
上

-同
上

＊
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
規
模
は

適
切
だ
っ
た
か
？

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
（
主

た
る
便
益
の
享
受
者
）
に
つ

い
て
規
模
を
中
心
に
現
状

を
確
認

- C
/P
リ
ス
ト

- 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
関
す

る
デ
ー
タ

 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
-畜
産
統
計
等

-同
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
日
本
の
海

外
援
助
方
針
と

国
別
援
助
方
針

等
に
合
致
し
て

い
た
か
？

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
の
援
助
方

針
の
重
点
項
目
を
扱
っ
て
い
た

か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
上
位

目
標
の
内
容
と
日
本
の
援

助
方
針
の
重
点
項
目
を
検

証
 

-
日
本
国
の
モ
ン
ゴ
ル
国
に
対
す

る
援
助
方
針
等

-
日
本
政
府
の
モ
ン
ゴ
ル
国
援
助

方
針
等

-文
献
調
査

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

JI
C

A
の
国
別

援
助
方
針
に
整
合
し
て
い
た
か
？

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
上
位

目
標
の
内
容
と

JI
C

A
の
援

助
方
針
を
検
証

 

- J
IC

A
の
対
モ
ン
ゴ
ル
国
援
助
方

針

-J
IC

A
国
別
援
助
方
針
等

-文
献
調
査

手
段
と
し
て
の

適
切
さ

 
＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略
は
、
モ
ン

ゴ
ル
国
の
関
連
セ
ク
タ
ー
に
効
果

を
上
げ
る
手
段
と
し
て
適
切
だ
っ

た
か
？

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
対
象
地
域
、
他
ド
ナ
ー

と
の
援
助
協
調
な
ど
を
確

認

-他
ド
ナ
ー
の
援
助
動
向

-関
係
者
の
意
見

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

IV
M
、
県

獣
医
ラ
ボ
、
ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ

ッ
ト
、
民
間
獣
医
セ
ン
タ
ー
、
牧

畜
業
者
他
）

-日
本
人
専
門
家

-文
献
調
査

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
公
平
性
の
視
点

か
ら
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
？

 
裨
益
の
公
平
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
か
？

 
-関
係
者
の
意
見

-同
上

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

-
現
場
視
察
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評
価
グ
リ
ッ
ド
３
．
有
効
性

 
評
価
基
準

 
有
効
性

 
評
価
調
査
項
目

 
判
断
方
法

 
必
要
デ
ー
タ

 
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
大
項
目

 
小
項
目

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
の
達
成
状

況
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
効
果
）

を
問
う

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
の
達
成
見

込
み
は
ど
う

か
？

 

【
共
同
研
究
に
よ
る
疫
学
調
査
及
び

簡
易
迅
速
診
断
法
の
開
発
を
通
し

て
、

IV
M
の
家
畜
原
虫
病
（
ト
リ
パ

ノ
ゾ
ー
マ
病
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
）

の
早
期
摘
発
及
び
予
防
・
対
策
の
た

め
の
研
究
開
発
能
力
が
向
上
す
る
】

は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
か
？

 
 

PD
M
の
指
標
値
と
現
状
の
比

較
、
今
後
の
達
成
見
込
み
の

分
析
等
を
総
合
的
に
勘
案
す

る
。

 
指
標
：

 
1.

 I
V

M
に
よ
っ
て
簡
易
迅
速

診
断
キ
ッ
ト
が
開
発
さ

れ
、
国
家
獣
医
薬
品
品
質

管
理
・
認
証
ラ
ボ
に
よ
る

承
認
手
続
き
の
申
請
が
な

さ
れ
る
。

 
2.

 国
際
学
会
へ
の
論
文
投
稿

数
（
引
用
索
引
付
き

10
編
以
上
）

 

- 
達
成
度
を
判
断
す
る
た
め
の
指

標
に
関
連
す
る
各
種
デ
ー
タ

 
- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

IV
M
他
） 

- 日
本
人
専
門
家

 
 

- 文
献
調
査

 
-  
質
問
票

 
- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-  
現
場
視
察

 
 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
進
捗
、
達

成
に
阻
害
・
貢
献
し
た
外
部
要
因

は
あ
る
か
？

 
 

PD
M
の
外
部
条
件
を
中
心
と

し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

か
ら
判
断

 

- モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

 
- 現
場
関
係
者
の
意
見

 
 

- 同
上

 
 

- 同
上

 
 

＊
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
は
十

分
で
あ
る
か
？

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
指
標
値
と

現
状
の
比
較

 
- ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
デ
ー
タ

 
- 現
場
関
係
者
の
意
見

 
- 同
上

 
 

- 同
上
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評
価
グ
リ
ッ
ド
４
．
効
率
性
 

評
価
基
準

 
効
率
性

 
評
価
調
査
項
目

 
判
断
方
法

 
必
要
デ
ー
タ

 
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
大
項
目

 
小
項
目

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
成
果
）
の
達

成
と
投
入
と
の

間
の
効
率
性
を

検
証

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
成
果
）
の
達
成

状
況
は
ど
の
程
度

か
？

 

1．
【
家
畜
原
虫
病
の
簡
易
迅
速
診

断
法
が
開
発
】
さ
れ
た
か
？

 
2．
【
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
家
畜
原

虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
の
存
在
、

分
布
及
び
被
害
状
況
が
】
明
ら

か
に
さ
れ
た
か
？

 
3．
【
疫
学
調
査
の
詳
細
分
析
結
果

や
原
虫
病
予
防
・
対
策
の
試
行

実
施
結
果
に
基
づ
き
、
モ
ン
ゴ

ル
に
お
い
て
社
会
実
装
可
能

な
原
虫
病
の
予
防
・
対
策
方

法
】
が
提
案
さ
れ
た
か
？

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
状
況

と
PD

M
の
指
標
と
の
比

較
、
達
成
の
時
期
の
適
切

さ
、
外
部
要
因
の
影
響
等
を

含
め
て
総
合
的
に
判
断

 

- ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
デ
ー
タ

 
- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- 
モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

IV
M
、
県

獣
医
ラ
ボ
、
ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ

ッ
ト
、
民
間
獣
医
セ
ン
タ
ー
､
牧

畜
業
者
他
）

 
- 日
本
人
専
門
家

 
  

- 文
献
調
査

 
- 質
問
票

 
- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 現
場
視
察

 

日
本
側
投
入

 
1）
日
本
人
専
門
家

 ＊
専
門
家
の
数
、
専
門
領
域
、
派

遣
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切
だ
っ

た
か
？

 

実
績
と
計
画
を
検
証

 
- 
専
門
家
の
ア
サ
イ
ン
（
期
間
、

人
数
）
実
績
と
モ
ン
ゴ
ル
国
側

の
評
価

 

- 投
入
実
績
・
報
告
書

 
- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

IV
M
他
）

 
 

- 文
献
調
査

 
- 質
問
票

 
- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
2）
供
与
機
材

 
＊
供
与
機
材
の
仕
様
、
量
、
導
入

の
時
期
は
適
切
だ
っ
た
か
？

 
実
績
と
計
画
、
利
用
状
況
等

を
検
証

 
- 
投
入
資
機
材
の
リ
ス
ト
、
納
入

時
期
、
仕
様
、
利
用
状
況
、
管

理
状
況

 

- 同
上

 
 

- 質
問
票

 
- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-  
現
場
視
察

 
3）
本
邦
研
修

 
＊
研
修
の
受
入
人
数
、
研
修
分
野
、

時
期
は
適
切
だ
っ
た
か
？

 
実
績
・
研
修
参
加
者
の
満
足

度
、
業
務
へ
の
活
用
の
度
合

い
等
を
検
証

 

- 
研
修
記
録
、
研
修
参
加
者
の
コ

メ
ン
ト

 
- 日
本
人
専
門
家
の
意
見

 

- 同
上

 
- 文
献
調
査

 
- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

モ
ン
ゴ
ル
側
投
入

 
1）

C
/P
の
配
置

 
＊

C
/P
の
数
､
能
力
の
適
切
さ

 
C

/P
配
置
の
実
績
と
計
画
を

検
証

 
 

- 
C

/P
の
配
置
時
期
、
人
数
、
専

門
、
活
動
状
況
、
異
動
の
有
無

 - 同
上

 
- 同
上

 
 

2）
運
営
資
金
（
予

算
管
理
体
制
）

 ＊
運
営
資
金
は
、
過
不
足
、
遅
滞

な
く
執
行
さ
れ
た
か
？

 
予
算
計
画
と
執
行
の
状
況

を
検
証

 
- 予
算
計
画
、
執
行
状
況

 
- 同
上

 
- 同
上

 
 

外
部
要
因
、
外
部

条
件
の
影
響

 
＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
貢

献
・
阻
害
し
た
要
因
は
何
か
？

 
PD

M
の
外
部
条
件
を
中
心

と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

結
果
等
か
ら
判
断

 

- モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

 
- 現
場
関
係
者
の
評
価

 
- 同
上

 
- 文
献
調
査

 
- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-  
現
場
視
察
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評
価
グ
リ
ッ
ド
５
．
イ
ン
パ
ク
ト

 
評
価
基
準

 
イ
ン
パ
ク
ト

 
評
価
調
査
項
目

 
判
断
方
法

 
必
要
デ
ー
タ

 
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
大
項
目

 
小
項
目

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
イ
ン
パ
ク
ト

検
証

 

上
位
目
標
は
達
成

さ
れ
る
見
込
み
が

あ
る
か
？

 

【
上
位
目
標
：
簡
易
迅
速
診
断
キ

ッ
ト
に
よ
る
診
断
結
果
を
基
に
、

原
虫
病
（
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
と
ピ

ロ
プ
ラ
ズ
マ
）
に
対
す
る
予
防
と

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
策
が
実
施
さ
れ

る
】
見
込
み
を
問
う
。

 

- 
上
位
目
標
の
定
量
的
指
標

を
設
定
し
、
見
込
み
を
問

う
 

指
標

1：
X

X
％
の
臨
床
獣
医

師
が
簡
易
迅
速
診

断
法
（
ま
た
は
キ

ッ
ト
）
を
使
用
し

て
い
る
。

 
指
標

2：
年
間

X
X
セ
ッ
ト

の
キ
ッ
ト
が
販
売

さ
れ
る
。

 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
と

モ
ン
ゴ
ル
国
（

M
O

FA
LI
）
の

簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
の
生

産
・
販
売
・
配
布
の
計
画
内
容

 - モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔

M
O

FA
LI
、

教
育
・
文
化
・
科
学
・
ス
ポ
ー
ツ

省
（

M
EC

SS
）
、

IV
M
他
〕

 
 

- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 関
係
者
と
の
協
議

 
 

そ
の
他
の
イ
ン
パ

ク
ト
の
有
無
・
内

容
の
検
討

 

＊
上
位
目
標
以
外
（
政
策
、
制
度
、

環
境
、
技
術
、
社
会
、
文
化
面

等
）
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
っ
た

か
？

 

 
- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
認
識

 
- 日
本
人
専
門
家
の
認
識

 
- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

IV
M
､
県
獣

医
ラ
ボ
、
ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ

ト
、
民
間
獣
医
セ
ン
タ
ー
､
牧
畜

業
者
他
）

 
- 日
本
人
専
門
家

 

- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-  
関
係
者
と
の
協
議

 
-  
現
場
視
察
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評
価
グ
リ
ッ
ド
６
．
持
続
性
 

 評
価
基
準

 
自
立
発
展
性

 
評
価
調
査
項
目

 
判
断
方
法

 
必
要
デ
ー
タ

 
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

 
デ
ー
タ
収
集
方
法

 
大
項
目

 
小
項
目

 
協
力
期
間
終
了
後

の
持
続
性
の
見
込

み
の
検
証
と
評
価

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
に
よ
る
便

益
の
発
現
、
継

続
に
対
し
、
阻

害
あ
る
い
は
貢

献
要
因
は
あ
る

か
？

 
 

政
策
面

 
＊
政
府
に
よ
る
政
策
的
サ
ポ
ー
ト

は
継
続
さ
れ
る
の
か
？

（
M

O
FA

LI
他
の
政
策
）

 

中
央
政
府
、
地
方
政
府
の

政
策
を
確
認

 
- モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
担
当
者
の
見
解

 
- 日
本
人
専
門
家

 
- 政
策
、
法
規
な
ど
の
動
向

 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

M
O

FA
LI
、

M
EC

SS
、

IV
M
他
）

 
- 日
本
人
専
門
家

 
 

- 文
献
調
査

 
- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 質
問
票

 
-  
関
係
者
と
の
協
議

 
 

組
織
面
（
活
動
体
制
）

 
＊
関
連
組
織
は
活
動
を
実
施
す
る

能
力
を
も
っ
て
い
る
の
か
？

 
＊
人
員
は
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い

る
の
か
？

 

IV
M
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
農

業
大
学
（

M
SU

A
）
の
人

員
配
置
、
組
織
体
制
上
な

ど
の
現
状
を
検
証

 
 

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
見
解

 
- 日
本
人
専
門
家
の
認
識

 
  

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

M
O

FA
LI
、

M
EC

SS
、

IV
M
、
県
獣
医
ラ
ボ
、

ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ
ト
、
民
間

獣
医
セ
ン
タ
ー
他
）

 
- 日
本
人
専
門
家

 

- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 質
問
票

 
- 関
係
者
と
の
協
議

 
 

財
政
面

 
＊
畜
産
分
野
の
開
発
に
関
連
す
る

今
後
の
活
動
予
算
は
確
保
さ
れ

る
か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
継

続
に
関
連
す
る
予
算
確
保

の
見
込
み
を
確
認

 

- 
モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
組
織
の
見
解

（
IV

M
の
年
度
予
算
と
今
後
の

見
込
み
）

 
 

- 同
上

 
 

- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 質
問
票

 
-  
関
係
者
と
の
協
議

 
 

技
術
面

 
＊
技
術
移
転
は
十
分
に
行
わ
れ
て

い
る
か
？

 
＊
供
与
機
材
の
維
持
管
理
（
保
守

点
検
、
部
品
手
当
て
）
は
適
切

に
行
わ
れ
る
見
込
み
が
あ
る

か
？

 

関
係
者
へ
の
技
術
移
転
の

状
況
と
維
持
管
理
体
制
を

確
認

 

- 能
力
評
価
の
デ
ー
タ
等

 
- 日
本
人
専
門
家
の
認
識

 
 

- 同
上

 
 

- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 質
問
票

 
- 現
場
視
察
（
供
与
機
材
管
理

状
況
）

 

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

 
＊
実
施
機
関
〔
モ
ン
ゴ
ル
側
関
係

者
（

IV
M
、
対
象
地
域
）
〕
に

よ
る
活
動
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
？

 
 

関
係
者
の
意
識
を
確
認

 
 

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
見
解

 
- 日
本
人
専
門
家
の
見
解

 
    

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
（

M
O

FA
LI
、

IV
M
、
県
獣
医
ラ
ボ
、
ソ
ム
獣
医

繁
殖
ユ
ニ
ッ
ト
、
民
間
獣
医
セ
ン

タ
ー
、
牧
畜
業
者
他
）

 
- 日
本
人
専
門
家

 

- イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 質
問
票

 
-  
関
係
者
と
の
協
議

 
-  
現
場
視
察
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日
本
人
専
門
家
派
遣
状
況
（

20
19
年

1月
末
現
在
）

長
期
専
門
家

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

1
加
藤
　
里
美

原
虫
病

30

2
遠
藤
　
の
り
子

業
務
調
整

73
0

3
早
川
　
祥
子

業
務
調
整

92
2

1,
68

2

短
期
専
門
家

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

1
井
上
　
昇

原
虫
病

15
0

2
横
山
　
直
明

原
虫
病

94

3
堀
内
　
雅
之

原
虫
病

11

4
加
藤
　
里
美

原
虫
病

75

5
五
十
嵐
　
慎

原
虫
病

38

6
菅
沼
　
啓
輔

原
虫
病

13
8

7
五
十
嵐
　
郁
男

原
虫
病

14

8
渡
邉
　
謙
一

原
虫
病

8

9
水
島
　
大
貴

原
虫
病

84

10
西
川
　
義
文

原
虫
病

14

11
Th

ill
ai

am
pa

la
m

 S
iv

ak
um

ar
原
虫
病

6

12
古
林
　
与
志
安

原
虫
病

7

13
Bu

m
du

ur
en

 T
uv

sh
in

tu
lg

a
原
虫
病

9

64
8

JF
Y

20
16

JF
Y

20
17

JF
Y

20
18

JF
Y

20
16

JF
Y

20
17

JF
Y

 2
01

5

JF
Y

20
18

N
o

氏
　
名

専
門
分
野

配
置
期
間

（
日
）

JF
Y

 2
01

4

JF
Y

 2
01

5
JF

Y
 2

01
4

N
o

氏
　
名

専
門
分
野

配
置
期
間

（
日
）

５．日本人専門家派遣状況

– 46 –



本邦研修実績

自 至

1 Punsantsogvoo Myagmarsuren 分子遺伝学

Epidemiological studies on
animal protozoan diseases in
Mongolia and development of
effective diagnostic measures

2015/1/19 2015/2/4

2 Batsaikhan Enkhtaivan 分子遺伝学 - ditto- 2015/1/19 2015/2/4
3 Khandsuren Naranbaatar 蜘蛛・昆虫学/病理学 - ditto- 2015/2/23 2015/3/9
4 Bayasgalan Mungun-Ochir 病理学 - ditto- 2015/2/23 2015/3/9

5 Badgar Battsetseg SATREPSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ SATREPS Scientific Progress
Meeting 2015/9/14 2015/9/21

6 Banzragch Battur SATREPSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
7 Batsaikhan Enkhtaivan 分子遺伝学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
8 Tovuu Amgalanbaatar 分子遺伝学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
9 Erdenekhuu Uuganbayar 分子遺伝学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
10 Davaajav Otgonsuren 分子遺伝学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
11 Khandsuren Naranbaatar 蜘蛛・昆虫学/病理学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
12 Adilbish Altanchimeg 病理学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
13 Bayasgalan Mungun-Ochir 病理学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21
14 Purevdorj Baatarjargal 病理学 - ditto- 2015/9/14 2015/9/21

15 Khandsuren Naranbaatar 蜘蛛・昆虫学/病理学

Epidemiological studies on
animal protozoan diseases in
Mongolia and development of
effective diagnostic measures

2016/2/1 2016/5/30

16 Adilbish Altanchimeg 病理学 - ditto- 2016/5/16 2016/6/24
17 Batsaikhan Enkhtaivan 分子遺伝学 - ditto- 2016/9/26 2016/11/25
18 Davaajav Otgonsuren 分子遺伝学 - ditto- 2016/9/26 2016/11/25
19 Purevdorj Baatarjargal 病理学 - ditto- 2017/5/22 2017/6/4
20 Uranbileg Nyamdolgor 病理学 - ditto- 2017/5/22 2017/6/4

21 Badgar Battsetseg SATREPSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ
SATREPS Scientific Progress
Meeting & Veterinary
conference

2017/9/5 2017/9/16

22 Banzragch Battur SATREPSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ - ditto- 2017/9/5 2017/9/14
23 Narantsatsral Sandagdorj 分子遺伝学 - ditto- 2017/9/5 2017/9/16
24 Punsantsogvoo Myagmarsuren 分子遺伝学 - ditto- 2017/9/5 2017/10/4

25 Bayasgalan Mungun-Ochir 病理学
SATREPS Scientific Progress
Meeting 2017/9/5 2017/11/9

26 Batsaikhan Enkhtaivan 分子遺伝学 - ditto- 2017/9/5 2017/11/9
27 Uranbileg Nyamdolgor 病理学 - ditto- 2017/9/5 2017/11/9
28 Davaajav Otgonsuren 分子遺伝学 - ditto- 2017/9/5 2017/9/12
29 Tovuu Amgalanbaatar 分子遺伝学 - ditto- 2017/9/5 2017/9/12
30 Batbold Davkharbayar 分子遺伝学 - ditto- 2017/9/5 2017/9/12
31 Purevdorj Baatarjargal 病理学 - ditto- 2017/9/5 2017/9/12
32 Gurdorj Soyolmaa 病理学 - ditto- 2017/9/5 2017/9/12

研修生氏名No 研修分野 研修コース名
派遣時期

６．本邦研修実績

– 47 –



自 至

33 Batbold Davkharbayar 分子遺伝学

Epidemiological studies on
animal protozoan diseases in
Mongolia and development of
effective diagnostic measures

2018/1/14 2018/2/28

34 Batsaikhan Enkhtaivan 分子遺伝学 - ditto- 2018/1/14 2018/2/28
35 Davaajav Otgonsuren 分子遺伝学 - ditto- 2018/1/14 2018/2/28
36 Tovuu Amgalanbaatar 分子遺伝学 - ditto- 2018/1/14 2018/3/30
37 Myagmar Zoljargal 分子遺伝学 - ditto- 2018/3/4 2018/3/30
38 Punsantsogvoo Myagmarsuren 分子遺伝学 - ditto- 2018/3/4 2018/3/30
39 Bayasgalan Mungun-Ochir 病理学 - ditto- 2018/5/13 2018/7/13
40 Batdorj Davaasuren 分子遺伝学 - ditto- 2018/5/13 2018/7/13
41 Davaajav Otgonsuren 分子遺伝学 - ditto- 2018/5/13 2018/7/13
42 Myagmar Zoljargal 分子遺伝学 - ditto- 2018/5/13 2018/7/6
43 Punsantsogvoo Myagmarsuren 分子遺伝学 - ditto- 2018/6/17 2018/7/6
44 Punsantsogvoo Myagmarsuren 分子遺伝学 Veterinary conference 2018/9/8 2018/9/13
45 Badgar Battsetseg SATREPSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ - ditto- 2018/9/8 2018/9/13
46 Banzragch Battur SATREPSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ - ditto- 2018/9/8 2018/9/13
47 Narantsatsral Sandagdorj 分子遺伝学 - ditto- 2018/9/8 2018/10/12
48 Adilbish Altanchimeg 病理学 - ditto- 2018/10/1 2018/11/2
49 Gurdorj Soyolmaa 病理学 - ditto- 2018/10/1 2018/11/2
50 Batbold Davkharbayar 分子遺伝学 - ditto- 2018/10/1 2018/11/30

No 研修生氏名 研修分野 研修コース名
派遣時期
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– 52 –



主要活動の進捗 

「成果1：家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される」に関する活動 

1-1：トリパノソーマ病、ピロプラズマ病の野生株を収集・分離し馴化培養する。
・トリパノソーマ病については野生株（Trypanosoma equiperdum）を2015年4月に1種類、2016年4月に

1種類、合わせて2種類を分離し馴化培養に成功した。最初に分離された1種類を2015年12月に帯広
畜産大の原虫病研究センターに送り、ゲノム分析、トランスクリプトーム分析などの分析を行った。 

・2016年5月に4種類のピロプラズマ病（Babesia）の株を試験管培養し、獣医学研究所（IVM）で保
管した。

・Trypanosoma equiperdumの合計四つの野生型分離株が、媾疫の天然感染種馬から得られた（2016年
12月、2017年3月、2017年9月、2017年10月）。

・プロジェクト実施期間中、Trypanosoma equiperdumの野生型分離株1種（2017年1月）が、自然界で
媾疫に感染した雌馬の脳脊髄液から得られた。

1-2：1-1で収集した野生原虫株の抗原遺伝子型解析を行い、標的抗原遺伝子を同定する。
・T. equiperdumのトリパノソーマ（T. equiperdum）種に特有の抗原をコードする遺伝子を特定するた
めに、原虫株の全ゲノム解析が実施されている。

・家畜のトリパノソーマ病の標的抗原であるとみられるGM6遺伝子がT. equiperdumからクローニング
された。 

・タイレリア（Theileria）及びバベシア（Babesia）病の抗原をコードするEMA-2t及びRAP-1遺伝子が
モンゴル全土の疫学調査で収集された血液のDNAサンプルからクローニングされた。

・B. bovis及びB. bigemina感染症の診断用抗原をコードするRAP−1遺伝子（RAP−1）を、全国的な疫学
的調査によって収集された全血液DNAサンプルからクローニングした。

・Trypanosoma equiperdum野生型単離株から、IVM−Du3を動物トリパノソーマ症の診断キットの粗抗
原として利用した（2017年1月）。

1-3：組み換え抗原を作製する。
・2015年8月、GM6の組み換え抗原の作製に成功し、EMA-2tとRAP-1の組み換え抗原の作製が試みら
れた。

・B. bovis及びB. bigeminaのRAP-1抗原が産生され、ウシのバベシア症の血清調査における診断薬とし
て利用された。

1-4：組み換え抗原の反応特性、感応性、適用性をLAMP法やELISA法などを活用して評価し、イム
ノクロマト法（ICT）に利用可能な抗原たんぱく質を得る。

・組み換えGM6-4r抗原（rGM6-4r：動物のトリパノソーマの診断用抗原）を利用したELIZA法とICT
の開発が行われた。

・両診断法の成績を、全国から集められた血液の血清サンプルを用いたトリパノソーマ標準粗抗原

ELISAと比較した。その結果、組み換えGM6-4r抗原ベースの試験法は、標準ELISAと良好な相関を
示した。この事実から、組み換えGM6-4r抗原ベースのELISAとICTは、モンゴルにおける家畜のト

９．主要活動の進捗
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リパノソーマの新しい診断法として用い得る可能性が高いことが示された。 
・ICTを配布したあとの2019年に、合計11の私立獣医サービスユニットと県の獣医局がICTを購入す
ることに興味を示し、媾疫のスクリーニングに非常に有効であると述べた。 

 
1-5：組み換え抗原を用いてICTによる簡易迅速診断キットを試作する。 
・簡易迅速診断キット（組み換えGM6-4r抗原ベースのトリパノソーマ用ICT）が、2015年8月に帯広
畜産大の原虫病研究センターで作成され、現在までに3,000以上のスティック（簡易迅速診断キッ
ト）が現場調査に使われた。 

・モンゴルでの簡易迅速診断キット作成に必要な機器がIVMに導入され、国内製造の準備が整いつつ
ある。 

・2018年2月に、媾疫の簡易迅速診断キット（ICT）が国家品質管理ラボの検査を受け、薬事委員会
によって承認された。同年3月に、このテストは正式に食糧・農業・軽工業大臣からの書面（A/44）
による承認を得た。4月にIVMで合計2,500のICTストリップが製造された。 

・2018年度は、獣医庁が合計1,420個の媾疫の簡易迅速診断キット（ICT）を購入し、14県及びウラン
バートル市の獣医局に配布した。また、他の8県がプロモーションとしてIVMより400のテストスト
リップを受領した。 

 
1-6：簡易迅速診断法の自然感染宿主を用いた評価を実施する。 
・この当初計画に先んじて、組み換えGM6-4r抗原ベースの簡易迅速診断キットの評価が、トリパノ
ソーマに感染したウマ（自然感染宿主）から採取された血清を対照に用いて実施されている。血清

の採取に先駆けて、トリパノソーマ標準粗抗原ELISAと標準顕微鏡試験を用いた検査を用いて陽性
を確認したあと、各馬からサンプルを採取している。 

・2017年には、77農家から636頭のウマの血清サンプルがICTを使用して検査され、媾疫の感染率が
20.2％であった。また、これらの農家のうちの63％が媾疫に感染していることが判明した。 

・2018年には、83の農家からの合計479頭のウマを検査したところ、感染率が18.1％で、農家の48％
が感染状態にあった。 

 
1-7：開発した簡易迅速診断法の野外における社会実装性評価（2-1の疫学調査と並行して実施）と改

良を行う。 
・組み換えGM6-4r抗原ベースのトリパノソーマ用ICTの感度の改良が実施されている。同時に、ICT
キット作成の標準手順書の作成を行っている。 

・2018年3月に媾疫の簡易迅速診断キット（ICTキット）が薬事委員会承認を経て、食糧・農業・軽
工業大臣令により認可された。この認可内容にはICTの標準プロトコルが完全に含まれている。 

 

「成果2：モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らかになる」に
関する活動 

2-1：原虫病と媒介マダニの疫学調査を実施し、原虫病に関する情報並びに感染動物の一般臨床症状
や病理組織学情報を収集する。 

・2016年7月末までに、1万1,446の家畜の血液サンプルが全国規模の疫学調査で採取された〔モンゴ
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ル/日本共同調査によるもの：7,574サンプル、モンゴル側単独調査によるもの：3,872サンプル（サ
ンプル数の家畜種類別の内訳は、ウマ：2,901、ウシ：1,791、ヤク：305、ラクダ：1,654、ヒツジ：
2,352、ヤギ：2,443）〕。 

・全DNAと血清がこれらの血液サンプルから準備された。サンプルの数とこれがカバーする地域は、
当初計画を上回っている。1万2,000を超えるダニのサンプルも全国から採取された。 

・2018年9月までに、合計1万9,351の血液と血清のサンプル（2,552頭のラクダ、3,230頭のウシ、4,191
頭のヤギ、4,797頭のウマ、3,980頭のヒツジ、597頭のヤク、4頭のトナカイ）が収集された。 

・プロジェクトの調査はモンゴルの330郡のうち228郡に達した。 
 
2-2：原虫病及び媒介マダニ分布データのGPS位置情報を解析する。 
・全国規模の疫学調査で得られた家畜原虫病のデータのGPS位置情報の解析が進められた。 
・ArcGisコンピュータプログラムによってGPSデータ（疾病罹患率は郡レベルとして表示）の分析が
なされた。 

・モンゴル側研究者は、国際ジャーナルにウシピロプラズマ症、トリパノソーマ症、ダウリン及びヒ

ツジアナプラズマ症の有病率に関する四つの論文を発表した。 
 
2-3：原虫病及び媒介マダニの流行分布マップを作成する。 
・ArcGisコンピュータプログラムによる「モンゴルの家畜原虫病とその媒介ダニの原色分布図」
（bovine piroplasmosis、trypanosomosis、媾疫及びbovine anaplasmosis症の感染率、さらには5種のダ
ニ分布を含む）が作成された。郡レベルで情報を表示している。2019年3月に各県の獣医師のため
に1,000部印刷された。 

 

「成果3：疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴルにおいて
社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される」に関する活動 

3-1：疫学調査で得られた情報を基に、原虫病予防・対策のモデル地区を決定する。 
・モデル農家での媾疫対策として、長期モニタリングを3農家、短期モニタリングを7農家で実施した。 
 
3-2：原虫病の予防・対策方法を検討し、モデル地区にて試行実施する。 
・上記のモデルがプロジェクトからの提案に同意し、予防措置の試行が行われた。 
・長期モニタリングの施行は、2年間の調査で8回の訪問で終了し、1回の試験が残っており2018年8
月に終了する予定である。短期モニタリングのすべての対策が正常に終了した。 

 
3-3：疫学的・社会経済的な視点から原虫病感染による健康被害の実態と家畜生産性の関係について

の分析を行う。 
・家畜原虫病による健康被害と家畜生産性の関係分析は、上記モデル農家が本プロジェクトの提案に

同意して行われた。 
・長期モニタリングが実施された三つの農場での媾疫による総経済的損失が試算された。 
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3-4：モンゴルにおいて社会実装可能な原虫病の予防・対策を提案する。 
・簡易迅速診断キット1種類、ELISA法4種類、PCR法4種類が、国家品質管理・承認ラボで承認され
た。 

・4種類のキット（媾疫用のICT診断キット、媾疫診断用のELISAキット、トリパノソーマ症の診断用
ELISAキット、及び二つの異なるウマピロプラズマ症を引き起こすELISA診断キット）が14県に配
布された。 

・また4種類のガイドライン（Trypanosoma equiperdum、Trypanosoma evansi、Theileria equi及びBabesia 
caballi、Babesia bovis及びBabesia bigemina）が食糧・農業・軽工業省の承認を得た。 
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主な会議・セミナー等の開催実績 
Date Title Venue Participants 

2014/6/19 1st SATREPS Meeting (TV conference)（closed） IVM 9 
2014/7/6 2nd SATREPS Meeting（closed） IVM 7 

2014/7/31 3rd SATREPS Meeting（closed） IVM 7 
2014/8/1 Meeting with JICA Mongolia Office（closed） IVM 6 

2014/8/13 4th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2014/10/15 Meeting with Japanese Ambassador（closed） Ulaanbaatar 7 
2014/10/15 Project Opening Ceremony Ulaanbaatar 82 
2014/10/15 1st SATREPS Scientific Seminar Ulaanbaatar 52 
2015/4/14 5th SATREPS Meeting（closed） IVM 7 
2015/5/28 6th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2015/6/29 7th SATREPS Meeting（closed） IVM 5 
2015/7/2 2nd Scientific Seminar in Dornogovi Dornogovi 211 

2015/8/15 8th SATREPS Meeting（closed） IVM 5 
2015/9/8 9th SATREPS Meeting（closed） IVM 15 

2015/9/16 1st SATREPS Scientific Progress Meeting Obihiro 27 
2015/12/10 10th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2016/2/10 11th SATREPS Meeting（closed） IVM 8 
2016/3/8 12th SATREPS Meeting（closed） IVM 7 

2016/4/19 13th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2016/5/26 14th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2016/6/16 15th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2016/7/23 3rd SATREPS Scientific Seminar in Bayan Olgii Bayan Olgii 250 
2016/8/6 Khentii Scientific Workshop Khentii 273 

2016/8/12 16th SATREPS Meeting（closed） IVM 23 
2016/8/16 4th SATREPS Scientific Seminar IVM 27 
2017/1/21 17th SATREPS Meeting（closed） IVM 9 
2017/4/18 18th SATREPS Meeting（closed） IVM 5 
2017/7/3 19th SATREPS Meeting（closed） IVM 3 
2017/7/5 20th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2017/8/3 21th SATREPS Meeting（closed） IVM 5 
2017/8/5 5th SATREPS Scientific Seminar in Gobisumber IVM 163 

2017/9/8～9 2nd SATREPS Scientific Progress Meeting Tomakomai 27 
2017/10/31 22th SATREPS Meeting（closed） IVM 6 
2018/2/26 23th SATREPS Meeting（closed） IVM 9 
2018/4/26 24th SATREPS Meeting（closed） IVM 15 
2018/5/30 25th SATREPS Meeting（closed） IVM 16 
2018/7/26 6th SATREPS Scientific Seminar in Uvs Uvs 303 
2018/8/10 7th SATREPS Scientific Seminar in Sukhbaatar Sukhbaatar 228 

2018/10/15 26th SATREPS Meeting（closed） IVM 12 
2018/10/17 27th SATREPS Meeting（closed） IVM 10 

2019/1/8 28th SATREPS Meeting（closed） IVM 19 

11．主な会議・セミナー等の開催実績
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（

ve
rs

io
n 

3.
0）
（
和
文
仮
訳
）
（
下
線
は

ve
rs

io
n 

2.
0
か
ら
の
変
更
箇
所
）

 
Pr

oj
ec

t D
es

ig
n 

M
at

ri
x 

(V
er

.3
.0

) 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

 
 
 

 
 

 
 
 
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
家
畜
原
虫
病
の
疫
学
調
査
と
社
会
実
装
可
能
な
診
断
法
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
期

 
間

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

20
14
年

6
月
～

20
19
年

5
月
（

5
年
間
）

 
対
象
地
域

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
モ
ン
ゴ
ル
国
全
土

 
実
施
機
関
（
モ
ン
ゴ
ル
側
）

 
 
 
 
モ
ン
ゴ
ル
国
立
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
研
究
所
（

IV
M
）

 
実
施
機
関
（
日
本
側
）

 
 
 

 
 
 
帯
広
畜
産
大
学
原
虫
病
研
究
セ
ン
タ
ー

 
直
接
受
益
者

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
モ
ン
ゴ
ル
国
立
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
研
究
所
の
研
究
者

 
間
接
受
益
者

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
モ
ン
ゴ
ル
国
内
の
畜
産
業
従
事
者
、
畜
産
分
野
の
行
政
機
関

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
約

 
（

N
ar

ra
tiv

e 
Su

m
m

ar
y）

 
指
 
標

 
（

O
bj

ec
tiv

el
y 

Ve
rif

ia
bl

e 
In

di
ca

to
rs
）

 
入
手
手
段

 
（

M
ea

ns
 o

f v
er

ifi
ca

tio
n）

 
外
部
条
件

 
（

Im
po

rta
nt

 a
ss

um
pt

io
ns
）

 

［
上
位
目
標
］

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
及

び
EL

IS
A
キ
ッ
ト
を
用
い
て
、
原
虫
病
（
ト
リ
パ
ノ
ソ

ー
マ
と
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
）
の
予
防
と
対
策
が
実
施
さ
れ

る
。

 

1.
 簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
が
モ
ン
ゴ
ル
の
獣
医
師
ユ

ニ
ッ
ト
の

40
％
に
配
布
さ
れ
る
。

 
2.

 開
発
さ
れ
た

3
種
類
の

EL
IS

A
診
断
キ
ッ
ト

*が
す

べ
て
の
県
の
獣
医
師
ラ
ボ
に
配
布
さ
れ
る
。

 
* 

3
種
類
の

EL
IS

A
診
断
キ
ッ
ト
と
は

Tr
yp

an
os

om
a 

eq
ui

pe
rd

um
、

Ba
be

si
a 

ca
ba

lli
 

及
び

Th
ei

le
ri

a 
eq

ui
用
の
も
の
を
指
す
。

 
3.

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
が
原
虫
病
の
現
状
を
反
映
し

て
改
訂
さ
れ
る
。

 

- 
IV

M
と
中
央
獣
医
ラ
ボ
に

よ
る
簡
易
迅
速
診
断
キ

ッ
ト
と

EL
IS

A
診
断
キ

ッ
ト
の
配
布
記
録

 
- 
改
訂
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
 

 

［
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
］

 
共
同
研
究
に
よ
る
疫
学
調
査
及
び
簡
易
迅
速
診
断
法

の
開
発
を
通
し
て
、
家
畜
原
虫
病
（
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ

病
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
）
の
早
期
摘
発
及
び
予
防
・
対

策
の
た
め
の
研
究
開
発
能
力
が
向
上
す
る
。

 

1.
 獣
医
学
研
究
所
で
開
発
さ
れ
た
簡
易
迅
速
診
断
法

が
、
国
家
獣
医
薬
品
品
質
管
理
・
認
証
ラ
ボ
に
提
出

さ
れ
る
。

 
2.

 被
引
用
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
付
き
の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル

に
掲
載
さ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
研
究
者
の
共
著
論

文
の
数
が

10
編
以
上
と
な
る
。

 

- 
国
家
獣
医
薬
品
品
質
管

理
・
認
証
ラ
ボ
の
受
領
記

録
 

- 
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
別
刷

り
（

R
ep

rin
t）

 

原
虫
病
の
予
防
と
対
策
に

対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

食
糧
・
農
業
・
軽
工
業
省

（
M

O
FA

LI
）
に
よ
っ
て
承

認
さ
れ
る
。

 

［
成
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）］

 
1.

 
家
畜
原
虫
病
の
簡
易
迅
速
診
断
法
が
開
発
さ
れ

る
。

 

1.
 2

01
6
年
ま
で
に
、
試
作
さ
れ
た
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ

ト
が
野
外
で
の
疫
学
調
査
で
使
用
さ
れ
る
。

 
2.

 2
01

8
年
ま
で
に
、
獣
医
学
研
究
所
が
試
作
し
た
簡
易

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
る

（
EL

IS
A
法
と
比
較
し
て

K
ap

pa
値
が

0.
5
以
上
と

な
る
）
。

 

- 
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
の

検
証
記
録
（
レ
ポ
ー
ト
、

実
験
記
録
）

 

野
外
疫
学
調
査
で
地
方
獣

医
師
に
よ
る
協
力
が
得
ら

れ
る
。
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2.
 
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
家
畜
原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ

の
存
在
、
分
布
及
び
被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。

 
1.

 7
種
類
の
原
虫
及
び

3
種
類
の
媒
介
マ
ダ
ニ
の
分
布

マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
る
。

 
2.

 家
畜
原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
に
よ
る
被
害
の
現
状

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
が
年

2
回
以
上
開
催
さ
れ

る
。

 

- 
作
成
さ
れ
た
原
虫
病
・
媒

介
マ
ダ
ニ
の
分
布
マ
ッ

プ
 

- 
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録

 

3.
 
疫
学
調
査
の
詳
細
分
析
結
果
や
原
虫
病
予
防
・
対

策
の
試
行
実
施
結
果
に
基
づ
き
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お

い
て
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病
の
予
防
・
対
策
方

法
が
提
案
さ
れ
る
。

 

1.
 社
会
実
装
可
能
な
家
畜
原
虫
病
予
防
・
対
策
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
提
案
書
が
作
成
さ
れ
、

M
O

FA
LI
に
提
出

さ
れ
る
。

 
2.

 2
01

9
年
ま
で
に
、
原
虫
病
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
る
。

 

- 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
提
案
内

容
 

- 
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録

 

活
 
動

 
投
 
入

 
 

1.
 
家
畜
原
虫
病
簡
易
迅
速
診
断
法
の
開
発

 
1-

1.
 
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
の
野

生
株
を
収
集
・
分
離
し
馴
化
培
養
す
る
。

 
1-

2.
 

1-
1
で
収
集
し
た
野
生
原
虫
株
の
抗
原
遺
伝
子

型
解
析
を
行
い
、
標
的
抗
原
遺
伝
子
を
同
定
す

る
。

 
1-

3.
 
組
み
換
え
抗
原
を
作
製
す
る
。

 
1-

4.
 
組
み
換
え
抗
原
の
反
応
特
性
、
感
応
性
、
適
用

性
を

LA
M

P
法
や

EL
IS

A
法
な
ど
を
活
用
し
て

評
価
し
、
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
（

IC
T）
に
利
用

可
能
な
抗
原
た
ん
ぱ
く
質
を
得
る
。

 
1-

5.
 
組
み
換
え
抗
原
を
用
い
て

IC
T
に
よ
る
簡
易
迅

速
診
断
キ
ッ
ト
を
試
作
す
る
。

 
1-

6.
 
簡
易
迅
速
診
断
法
の
自
然
感
染
宿
主
を
用
い
た

評
価
を
実
施
す
る
。

 
1-

7.
 
開
発
し
た
簡
易
迅
速
診
断
法
の
野
外
に
お
け
る

社
会
実
装
性
評
価
（

2-
1
の
疫
学
調
査
と
並
行
し

て
実
施
）
と
改
良
を
行
う
。

 

【
日
本
側
】

 
1.

 
共
同
研
究
者
（
長
期
・
短
期
）
の
派
遣

 
2.

 
業
務
調
整
専
門
家
の
派
遣

 
3.

 
モ
ン
ゴ
ル
側
共
同
研
究
者
の
本
邦
受
入
れ

 
4.

 
機
材
供
与

 
5.

 
共
同
研
究
の
運
営
経
費
以
外
の
必
要
経
費

 

【
モ
ン
ゴ
ル
側
】

 
1.

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

（
C

/P
）
の
配
置

 
2.

 
研
究
施
設
及
び
他
の
必

要
な
設
備

 
3.

 
研
究
活
動
用
資
機
材

 
4.

 
JI

C
A
に
よ
っ
て
供
与
さ

れ
た
資
機
材
の
交
換
及

び
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ

 
5.

 
C

/P
の
業
務
上
の
国
内

移
動
手
段
及
び
経
費

 
6.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
経

費
 

7.
 
機
材
の
モ
ン
ゴ
ル
国
内

移
送
経
費
、
据
え
付

け
・
運
転
・
保
守
経
費

 
8.

 
入
手
で
き
る
デ
ー
タ

（
地
図
、
写
真
を
含
む
）

の
提
供

 

 

2.
 
疫
学
調
査
に
よ
る
家
畜
原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
の

存
在
、
分
布
及
び
被
害
状
況
把
握

 
2-

1.
 原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
の
疫
学
調
査
を
実
施
し
、

原
虫
病
に
関
す
る
情
報
並
び
に
感
染
動
物
の
一

般
臨
床
症
状
や
病
理
組
織
学
情
報
を
収
集
す
る
。

 

前
提
条
件
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2-
2.

 原
虫
病
及
び
媒
介
マ
ダ
ニ
分
布
デ
ー
タ
の

G
PS

位
置
情
報
を
解
析
す
る
。

 
2-

3.
 原
虫
病
及
び
媒
介
マ
ダ
ニ
の
流
行
分
布
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
。

 
3.

 
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病
予
防
・
対
策
方
法
の
提

案
 

3-
1.

 疫
学
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
原
虫
病
予

防
・
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
を
決
定
す
る
。

 
3-

2.
 原
虫
病
の
予
防
・
対
策
方
法
を
検
討
し
、
モ
デ
ル

地
区
に
て
試
行
実
施
す
る
。

 
3-

3.
 疫
学
的
・
社
会
経
済
的
な
視
点
か
ら
原
虫
病
感
染

に
よ
る
健
康
被
害
の
実
態
と
家
畜
生
産
性
の
関
係

に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。

 
3-

4.
 モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病
の

予
防
・
対
策
を
提
案
す
る
。
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